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,
然
し
現
在
迄
表
明
さ
れ
た
新
東
：取
の
指
導
理
論
ば
.
.
未
完
成
の
理
論
^
あ
り
今
後
の
一
層
の
硏
究
に
依
つ
ズ
進
展
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
生 

長
の
過
程
に
あ
る
。
日
支
相
刺
の
輝
し
い
悲
劇
を
前
ト
に
、

.
感
情
に
走
ら
ず
、
抽
象
的
思
惟
に.墮
せ
.
ず
、
現
實
と
有
機
的
關
聯
に
於
い
て 

冷
靜
な
判
斷
を
‘
光
輝
あ
る
理
論
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
な
い
。
社

：へ
の
新
し
き
胎
動
期
に
當
つ
弋
人
は
歷
史
の
新
軌
道
の
動
向
を
過 

誤
.な
く
把
握
亡
ん
と
努
力
し'
其
の
本
源
的
姿
態
へ
の
熾
烈
な
る
憧
憬
に
導
か
れ
て
、
現
實
を

1

層
よ
き
現
實
へ
と
押
し
進
め
る
で
あ
ら 

ぅ
。
新
東
龃
の
指
镇
理
論
も
斯
か
る
意
味
に
於
い
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
扱
判
と
檢
討
の
試
鍊
皮
^
撻
さ
れ
て
大
な
る
完
成
へ
と 

不
撓
不
屈
の
前
進
を
續
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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f

1
"

消
費
性
向
、の
蓝
本
形
態
 

;

ニ
、
乘
數
の
理
論 

.
：

三
、
乘
數
理
論
の
諸
前
提
、

四
、
骓
數
理
論
の
靜
態
的
性
格
 

-
•

.

五
、
乘
數
理
論
と
政
策

序 

. 

' 

.

從
來
の
多
く
の'
消
費
論
は
、
主
と
し
て
人
間
の
直
接
的
消
費
行
爲
を
對
象
と
し
た
。
.然
し
と
の
や
ぅ
な
消
費
論
が
果
し
て
經
濟
學
の 

領
域
に
馬
す
る
か
ど
ぅ
か
は

「

屢
々
問
題
に
さ
れ.て
來
た
.の
で
ある
。

蓋
し

經
濟
學
は
'

財
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
人
間
の
行
爲
，、
換
言 

す
れ
ば
，消
費
に
先
立
つ
先
行
的
準
備
行
爲
を
對
象
と
す
る
も

.の
で
.
あ
つ
て
、
直
接
に
財

^

消
費
す
る
行
爲
そ
の
も
の
を
對
象
と
し
な
.い 

か
ら
で
あ
る
。
と
の
先
行
的
準
備
行
爲
が
.
現
在
、
組
織
的k

な
さ
れ
る
過
程
は
、
所
謂
社
會
的
再
生
產
過
程
で
あ
る
が
、
財
を
消
費
す 

る
行
爲
そ
の
も
の
は
こ
の
過
程
と
直
接
に
は
响
の
關
係
も

.
な
ぃ
か
ら
、
そ
れ
は
經
濟
學
の
對
象
外
に
あ
り
、
寧
ろ
.心
理
擧
及
び
生
理
學 

の
分
野
に
屬
す
る
も
の
だ
と
考
へ
ら
れ
る
に
至
つ
た
？
從
つ
，て
消
費
行
爲
の
觀
察

.
に
ょ
つ
て
得
ら
れ
た
效
用
遞
減
法
則
の
如
き
も
'
純 

浒
锻
性
昀W

乘
數
理
難 

/ 

. 

.

.

.

.

.五
九
五
ノ 

(
一

九
三
三
- .

-
-
-
i

l
卜

•

ト
 

f
 

"

i

r
 
す

h
.

.

囉
m p  1 !|p
Jl-



粹
の
經
濟
法
則
と
しV

.

は
認
め
ら
れ
な
く
な
つ
た
の
.で
あ
る
。
か
く
て
消
義 1

は
.一
應
、經
濟
學
の
領
域
か
ら
追
放
さ
れ
て
し
ま
，つ
た
。

.

然」

消
費
論
は
全
然
、
經
濟
擧
の
取
扱
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
で
私
ら
ぅ
か
。
若
し
消
費
行
爲
そ
'の
も
の
、
考
察
が
消
費
^
の
總
.て
で 

1
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
經
濟
學
の
取
扱
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
云
へ
よ
ぅ
.0
然
し
消
費
論
に
は
こ
の
外
に
社
#
的
稗
生
產
過
程
と
密
. 

接
な
關
系
を
有
す
る
部
面
が
あ
る
:0
即
ち
社
會
の
消
費
量
が
何
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
、
こ

の
決
定
さ
れ
た
消
費
量
が
如
何
に
し
て
生
產 

に
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
考
察
す
る
部
面
で
あ
る
.0
消
費
論
の
か
.、
る
部
面
は
、
經
濟
學
の
持
外
に
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
經
濟
學
の
最
も
重 

要
な
る
部
門
の一

つ
で
あ
る
。
舊
消
費
論
が
消
費
行
爲
そ
れ
自
體
の
觀
察
で
あ
つ
た

と

す
れ
ば
、
新
消
費
論
は
生
齑
と
の
關
聯
.に
お
け 

る
消
費
現
象
の
觀
で
あ
る
。
舊
消
費
論
藍
理
學
、
心
理
學
の
領
域
に
追
ひ
や
ら
れ
■る
と
し
て
も
、
新
消
費
論
は
、
新
な
る
地
位
を 

.經
濟
學
の
中
に
占
め
•る
で
あ
ら
ぅ
。 

、

-

■

か
く
の
如
き
新
消
費
論
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
看
過
さ
れ
て
.ゐ
た
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
"
そ
れ
，は
消
費
論
の
主
要
內
容
を
な
し
て
ゐ 

.
な
か
つ
た
。
こ
S

要
性
を
認
め
、
之
を
霧
經
濟
學Q

中
に
初
めv

組
織
的
に
編
人
し
た
の
は
‘
ケ
イX

K

で
I

。
彼
は
1
湯

、

.
利
子
及
び
貨
幣Q

1

謹

論

」

に
お
い
て
、
.か
人
る
意
味
の
消
費
論
を
一
分
節
と
し
.て

.#
む
理
霞
濟
學
を
體
系
づ
け
た
の
で
あ
る
。 

本
論
に
お
.ハ
'
は
、
新
消
費
論
の
中
心
問
題
た
る
ケ
イ
ン
ズ
の
消
費
性
向
と
乘
數
理
論
を
檢
.討
し
、
こ
の
理
論
S

濟
政
策
に
如
何
な 

る
手
段
を
隄
供
す
る
か
を
見
よ
ラ
と
思
4
。
素
よ
ひ
' 

こ
れ
ま
で
諸
家
に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
來
た
ケ
イ
ン
ズ
批
判
を
.一
步
も
出
る
こ
と 

.
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る(

註)

？

■
-

S
本
論
で
は
、
ケ
イ
ン
ズ
學
說
の
耍
勸
だ
け
を
簡
単
に
紹
A
す
る
に
と
欠
め
る
。
詳
し
く
は
'
拙
稿「

消
f

生
產
の
有
機
的
聯
關」

(

I

.

.

I

第1:1

輯
；
で
述
べ
.た
。、

1
、

消
費
性
向
の
基
本
形
態
.

'
' 

•

.1 . f: -S;'.，+ -J»'v ; -••WfTJ-'ぐ.o.-

.ケ
イ
、'/
.ズ
に
よ
れ
ば
、.，雇
^
?里
及
.び
生
產
H
.:
€
は
總
供
給
函
數
と
總
需
要
函
數
が
交
叉
す
る
點
.に
お
い
て
定
ま
る
*
而
し
て
線
需
要 

函
數
は
消
費
.に
支
出
さ
れ
る
額
と
投
資
に
支
出
さ
，れ
る
額
に
依
存
す
る
。
こ
れ
か
ら
述
べ
よ
う
と
す
る
の
は
、
こ
の
一
一
つ
の
支
出
額
の 

中
、
消
費
支
出
額
に
關
す
る
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
で
あ
.る
。

. 

,

社
會
..の
所
得
と
そ
の
所
得
の
中
か
ら
消
費
^

支
出
さ
れ
る
額
と
の
關
係
は
、
そ
の
社
會
の
消
費
性
向(

propensity 

s

n
§
3
y

§) 

と
呼
ば
れ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
定
義
に
よ
る
な
ら
ば
、
消
費
性
向
と
は
、
，「

賃
銀
單
1
を
以
つ
.て
測
ら
れ
た
所
得
水
準
办
と
、
そ
の
所
得 

水
^
か
ら
消
費
に
支
出
さ
れ
る
额
CW
と
の
問
の
函
數
關
係
®」

.，で
あ
る
。
こ
の
•關
係
は
次
の
や
う
に
示
さ
れ
る
驻)

o

ノ 

'

0

 

:
C
=
W
,
<
Y
S
)

 

(

く 0
=

ー
)
、

Keynes, Ti?.e General T
h
e
o
r
y

 of E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
, 

Interest a
n
d

 M
o
n
e
y
,

 1936, 

p. 9
0
.
.

ケ
イ
シ
ズ
に
よ
れ
ば
、
社
會
の
消
廣
性
向
：̂

、
第

i

に
.そ
の
所
得
額
に
、
第
二
に
客
觀
的
要
因
に
、
第
三
.に
主
觀
的
要
因
に
依
存
す 

る
。
消
費
性
向
が
所
得
額
.に
依
存
す
る
と
と
は
、
.
.右
の
.函
數
關
係
か
ら
明
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
程
述
べ
る
、と
し
て
、
先 

-づ
容
觀
的
要
因
か
ら
說
明
し
.よ
う
。
、
ケ
イ
シ
ズ
に
よ
れ
ば
、
客
觀
的
要
因
の
主
な
る
も
.

Q

は
、
次
の
六
つ
で
あ
る
。

.

.

(!
)

.賃
銀
単
位
の
#

化
。
.消
費
は
貨
幣
所
得
の
函
數
で
.あ
る
よ
り
は
、.
寧
ろ
實
質
所
得
め
函
數
.で
あ
る
。
然
し
、
技
術
と
か
、
趣
味 

と
か
，
所

得

,^
配
を
決
定
す
る
社
會
條
件
.が
ー
定
で
あ
る
と
す
れ
ば 

>
實
質
所
得
は
、
勞
働
單
位
に
對
す
る
支
配
量
、
.即
ち
賃
銀
單
位 

で
沏
ら
れ
た
所
得
量
と
共
に
增
減
す
る
。
從
つ
て
賃
銀
單
位
が
變
化
す
る
な
ら
ば
、
消
費
支
.出
も
同
じ
比
例
.で
.變
化
す
る
と
艰
定
し
て 

も
>
近

-!
!
'的
に
は
差
吏
人
な
い
< 

•

,

.

.

,
(2
)

補
助
費
用(

S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
a
r
y 

c
o
s
t
>

の
變
化
o
補
助
費
用
と
は
、
所
得
と
純
所
得
の
差
セ
あ
る
。
消
費
は
總
所
得
よ
り
は
、
寧

.

.

I

f
 
8

理
論
..)

，
ぃ

.

.
:

•
'
レ

：

五

九

七
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一

九

I

 

:



ヘン，マ.，，-….，v y .フ ：v

'
'
消
費
性
向W

乘

數

规

論
：
. 

.

.■
-

- 

'

/■
'

そ

五
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九

八

，
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(

一
九
三
六

)

純
所
得
に
.依
^
す
る
o
そ
れ
故
、
純
所
得
の
大
い
さ
に
影
響
ず
る
補
期
費
用
の
變
化
.は
消
費
支
出
額
を
變
化
，せ
し
め
る
o 

:(3
)
:
:資
本
儕
値
の
偶
發
的
變
化
:,
と
の
偶
發
的
變
化
は
、‘
ケ
ィ
シ
ズ
に
ょ
つ
て
、r

偶
發
的
損
失(

叉
は
利
益
ビ(windfall loss or 

gain

ン
と
子
ば
れ
る
も
_の
.で
.あ
る
0
こ
れ
は
補
助
費
用
の
や
う
に
純
所
得
の
計
算
に
當
つ
て
考
慮
さ
れ
な
い
け
れ
ど

.も
、
®

費
用
と

同
じ
く
、
消
費
性
向
.に
影
響
す
る
。

：

'

- 

句

11
1

引

率

rate'of;time-discounting〕

の
變
化
。
こ
\
に
一K

ふ
割
引
率
と
は
、
現
在
財
と
將
來
財
の
間
の
交
换
比
率
で
あ
つ

て
»
利
子
率
•と
同
一
.で
^
な
い
が
、
，大
體
、
同
一
視
し
て
差
支
.へ
な
い
も
の
で
あ
る
。
利
子
率
が
消
費
性
向
に
+及
ぼ
す
激
響
は
必
ず
し

も
明
瞭
で
な
い
。
'
藎
し
、：

利
子
率
の
騰
貴
は
、
：’貯
蓄
に
.對
す
る
主
觀
的
動S

/)
あ
る
も
の
を
强
め
る
け
れ
ど
も
、
他
の
主
觀
的
動
機
を

弱
め
る
か
ら
で
あ
る
？
然
し
長
期
に
亙
る
利
子
率
の
甚
だ
し
い
變
化
は
'■
'
恐
ら
く
社
會
的
習
慣
を
可
成
變
化
せ
.し
め
、
從
，つ
て
主
観
的

支
出
性
向
に
影
響
す
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
だ
が
孰
れ
の
方
向
べ
影
響
す
る
.か
は
、
現
實
の
經
驗
に
照
ら
す
外
、
云
ふ
ヒ
と
は

闲
難
で
あ
る
。
短
期
に
お
.け
る
利
子
率
の
普
琿
の
變
動
は
、消
費
性
向
^;
孰
れ
の
方
向
に
も
、直
接
的
に
は
變
化
せ
し
め
.る
も
の
で
な

'い
。
例

、
ば
.
利
乎
^
が
五
分
か
ら
四
分
に
下
つ
て
も
、
所
得
が
以
前
と
同
じ
で
あ
^.
な
ら
.ば
、
生
活
様
式
を
變
更
し
ょ
う
と
す
る
や

う
，

H

人
は
治
ん
ど
居
な
い
。
然
し
利
子
率
の
變
化
はi

接
に
は
多
.く
の
影
響
を
及
ぼ
す
。
.そ
の
中
特
に
重
要
な
の
は
、
.證
券
そ
の
他
の

資
產
.の
廣
格
の
變
化
を
通
し
て
.及
ぼ
す
影
響
で
あ
つ
て
、
若
し
或
人
の
資
本
價
衡
が
偶
然
に
增
加
す
る
な
ら
ば
，
そ
の
人
の
支
出
動
機

は
强
.め
ら
れ
、
减
少
す
る
な
ら
ば
弱
め
ら
れ
る0.
然
し
こ
の
間
接
的
影
響
は
、
資
本
價
値
の
偶
發
的
變
化
と
し
て
.、S

に
お
い
て
考
慮

»
.
'
•
•
• 

- 

• 

- 

• 

.

さ
.る
べ
き
も
の
で
あ
る
0

- 

,
(5
)

.
財
政
政
策
の
變
化
0
所
得
税
、
資
本
收
益
税
、
潰
產
相
續
税
そ
.の
他
は
、
利
子
率
と
同
樣
の
影
響
を
及
ぼ
す
。
又
政
府
の
減
債 

基
佘
は
ノ
.
.
1
.
種
の
法
人
貯
蓄
で
あ
る
.か
ら
>
.消
費
性
向
を
減
少
，せ
し
め
る
も
の
で
あ
名
。 

.
：

!
i

I

p

l

l

i

n

■

:

( 6
)

現
在

.

の
.所
得
水
準
と
將
來
の
所
得
水
準
と
の
關
係
に
つ
，い
て

.

の
期
待
の
變
化
。
こ
の
影
響
に
づ
い
て
は
、
明
確
に
知
る
こ
と
は

.

出
來
な
い
。
.と
れ
ば
個
人
の
>消
費
性
向
に
影
響
す
る
こ
と
は
確
か
で
ぁ
る
が
.、
社
#,
全
體
に
と
つ
て
は
、
恐
ら
く
平
均
さ
れ
る
も
の
で 

s

o
 

* 

,

. 

以
上
が
，
客
觀
的
要
因
で
あ
る
が.
、.
之
に.
よ
れ
ば
、
第
一
の
賃
銀
單
位
の
變
化
を
除
い
て
は
、
消
費
性
向
は
可
成
安
定
し
た
函
數
で

_

あ
る
こ
ど
が
分
る(

註
、

(

訪)

-weynes, ibid., 

IJP
.  91-96..

.

次
に
主
觀

的

要

因

に

は

個

人

の

消

費

動

機

に

影

響

す
.
る
も
の
と
、
國
家
又
は
法
人
の
そ
れ
に
影
響
す
る
も
の
が
あ
る
。
先
づ
前
# '

:
/

 

に
杖
次
の
如
き
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
。

一
 

，w

愼

慮

の

歡

機m
o

tiv
e

 

o
f  

P
re

c
a

u
tio

n
)
。

豫
見
し
得
ざ
る
不
慮
の.
事
故.
に
準
備
す
る
こ
と
。

(2
)

先
見(fo

re
s
ig

h
t)

の
動
機
。
養
老
、
家
族
の
敎
育.

扶
助
等
の
爲
に
準
備
す
る
こ
と
。
：

(3
)

打

算(calculation}

の
動
機
。
直
接
の
よ
り
小
な
る
消
費
よ
り
も
：
將
來
の
よ
り
大
な
る
實
質
消
費
を
樂
し
む
爲
に
貯
蓄
し
よ 

逆
.'
.

う
と
す
る
こ
と
o

' 

,

g

改
善(

&
3

0
<
|§
>
.の

動
機
0

次
氣
に
生
活
水
準
を
高
め
よ
う
と
す
る
こ
と
0

g

獨
立(independence).

の
，動
機
。
獨
立
感
を
樂
し
ま
う
と
す
る
こ
とQ. 

■

(6
)

企

業
.(le

r
p

r
is

e
〕

の
動
機
。
投
機
又
は
事
業
を
行
ふ
爲
の.
資
金
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

. 

‘
 

;

■

(7
)

自

尊c
p

r
id

e
)

の
動
機
。
脉
迤
を
遺
さ
う
と
す
る
こ
と
。

.

-:
4
.
-
r:
'l
.
v
. 

•

.
 

• 

- 

. 

. 

* 

■ 

' 

, 

•

.

'

.
 

' 

'

.

(3
)
.
.

貪
慾(

§
&0
6

)

の
偷
,

純
粹
に
.吝
啬
を
滿
足
せ
し
め
よ
う
と
す
る
こ
と
0

I、 

：

消
費
性
f

乘
数
辄
論
.
.
■

 •

 

: 
’

 

.

.

 

-
.

五
九
九
.

(

一



.

一
消 
f
 向
さ
.

I

I

'
'•
.

:

■

” 

I

 

P
 九三
八)

以
上
は
個
人
の
：貯

蓄

機

で

.

I
が
'
之
デ
相
L

消
費
動
機
と
し
て
は
、
享

樂(

S
J
O
l
a

)

、
淺
慮(

s
h
o
r
t
s
i
f

 
f
 

S
V

.  

放

漫(
g
e
n
e
r
o
s
i
t
y
)

誤
算(miscalculation)、

虛

飾-ostentation).

及
び
浪
費(

e
x
t
l
^
v
a
g
A
n
c
e
)

等
が
擊

げ
ら
れる
。

.次
に
中
央
政
府
、.地
方
政
府
、
，
施
設
、
會
社
等
に
よ
つ
て
爲
さ
れ
る
貯
雲
意
。
こ
れ
ち
の
貯
蓄
は
、
ィ
ギ
リ
•
ス
や
ア
メ
リ
ヵ
の 

多
き
近
代
社
會
に.ぉい
て
社
：
全
貯
蓄
の
.三
分
の
一
か
ら
三
分
の
ニ
に
達
し
て
ゐ
る
。
こ
の
貯
蓄
動
機
に
は
次
の
四
つ
が
あ
る
。

:(1.

^
業
の
0
機

，借
入
れ
と
ヵ
.市
場
調
達
に
よ
ら
ず
し
て
、
.自
ら
資
金
を
確
保
し
よ
う
と
す
.る
と
とo 

e

流
動
性
9

fI
t
y
)

の
動
機
。
寓
一
の
場
合
や
不
況
等
に
備
へ
る
爲
に
流
動
資
金
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

.

..得

改
善
の
動
機
。
襲

に

.よ
つ
て
經
營
.の
成
績
を
霧
し
’
所

得

の

漸

次

的

增

加

；̂

確

保

し

よ

う

と

す

る

こ

と

。

.
作
金
融
的
愼
重
の
'動
機
。
窗
が
實
際
に
消
耗
す
.る
以
前
.に
、
そ
の
減
價
償
却
の
爲
の
積
立
金
と
か
準
.#
金
を
設
け
よ
う
と
す
る

.

. 

• 

. 

: 

' 

. • 

' 

.

.

.

t
a
f

:

以
上
の
主
觀
的
要
因
の
强
さ
は
、
.經
濟
社
會
の
制
度
や
組
織
に
よ
り
、
.或
は
民
族
、
敎
育
、
慣
習
、
宗
敎
、
糧

に

よ

り

、
或
は
現 

在
の
希
望
や
過
去
：.の
經
驗
に
よ
り
、
或
は
資
本
設
備
の
規
模
と
技
術
に
よ
り
、
更
に
富
の
分
布
狀
雙
び
生
活
標
學
に
よ
つ
て
'
甚
だ 

し
く
異
な
る
本
の
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
ら
動
機
の
强
さ
'は
.、
異
常
の
場
合
を
除
い
て
は
、
.鐘
に
お
い
て
、
さ
程
變
化
，を
受
け
な
い
も

.

.(

註

)
w
e
y
n
e
s
,
&
i
d
'
p
p
.

 107.11a

I 

• 

• 

.
 

%

さ
て
、
主
観
的
要
因
は
こ
の
や
う
に
、
短
期
に
お
い
て
、

f

一
 

定
で

f

、客
觀
的
置
が
消
費
性
间
に
及
ぼ
す
短
期
の
影
響
も
、 

賛
銀
單
位
の
變
化
を
除
い
て
は
、
第
ー
違
的
で
あ
る
と
と
が
明
か
に
さ
れ
た
。.

.

そ

益

に

、
消
費
の
济
期
に
お
け
る
變
化
は
、
主
と
し 

て
所
得
. «

,
大
い
さ
に
依
存
す
る
o

ケ
イ
ン
ズ
の
用
語
に
從
ふ
な
ら
.ば
、「

消
費
の
鬼
期
變
化
は
、
'.

主
と
し
.て
賃
銀
單
位
で
測
ら
れ
た
贺

得
の
得
ら
れ
る
率

.の
變
化
に
依
存
じ
一

.定
所

-#
か
ら
の
满
費
性
向
，の
變
化
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
し
ハ
註
：
>
0 

:
,
'

T

詳

.Keynes, ibid., p. I
I

P
.

.
.

-

.

.

.

.

.

. 

.

.

■
.

.
一
'

..：

.

.

.
•
. 

.
. 

.

.

.

.

.

.

然
ら
ば
.
今
、
消
賓
性
向
は
所
得
の
大
い
さ
に
依
存
す
る
も
の
.と
し
て
、
：短
期
に
.お
け
る
消
費
性
向
の
正
常
形
態
、
即
ち
所
得
！
，
と

■消
費

5
と
の
函
數
の
基
本
形
は
如

^
な
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。

ケ
イ
ン
ズ
は
、
次
の
如
く
云
ふ
。
即
ち

"人
は
一
般
に
及
び
平
均
し
て
、

彼
.等
の

所

得

が

增

加

す

る

に

つ

れ

，て

' 
彼
等
の
消
費
を
增
加
さ
す
倾
向
が
あ
る
け
れ
ど
も
所
得
の
增
加
程
は

ft
加
さ
す
も
の
で
は
な 

• 

•

い
。
即
ち
食
銀
單
位
で
測
ら
れ
た
消
費
量
を
⑶
、
同
じ
く
所
得
量
をI

.

と

す

れ

ば

，ヰ
は
％

と
同
符
號
を
持
つ
が
、
量
に
お
い
て
小
で
あ

る
。
卽
ち
一
7
<|
0
^

.

.
は

1£
數
で
あ
る
が
、

一
ょ
り
小
で
あ
る」

と
^
丨
^
從
つ
て
所
得
水
準
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
程
、
所
得
と
消
費
の

‘

- 

- 

, 

< 

.

. 

.

.

間
隙
は
擴
大
し

‘
貯
蓄
が
そ

^
間
隙
を
埋
め
る
こ
と
、

な

る

-0
そ
れ
故
、
デ
イ
ン
ズ
は
、「

實
質
所
得
が
增
加
す
る
と
き
、
そ
れ
ば
消
費 

を
等
し
き
絕
對
量
に
ま
で
增
加
せ
し
め
：な
い
。
；そ
の
結
果
、
他
の
要
因

.に
異
常
的
大
變
化
が
同
時
に
起
き
な
い
限
り
は
、

y
い
大
な
る 

絕
對
量
が
貯
蓄
さ
れ
ね
ば
な
ら

.ぬ」

と
い
ふ
と
と
を
近
代
社
會
の
根
本
的
心
理
法
則
で
あ
石
と
考
へ
る

6
3
0
。

.

C 
註

weynes, ibid,.p

*.96.

:
 

'

-
•
• 

'
 

-
 

.

(

訪
2〕

Keynes, ibid, p. 97.

t
の
基
本
的
心
理
法
則
は
、
ケ
イ
シ
ズ
に
ょ
れ
ば
、
.

「

人
問
性
に
關
す
る
我
々
の
知
識
及
び
經
驗
上
の
詳
細
な
る
事
實
か
ら
、
先
見 

的
に
安

^
じ

.て
準
據
し
.得
る
も

.の
で
あ

.る」

然
し
ケ
イ
ン
ズ
は
之
に
關
す
る
證
明
を
何
等
試
み
て
ゐ
な
い
。
叉
我
々
が
之
を
證 

明
し

.ょ
ぅ
と
し
て
も
、
.そ
の
，資
料
は
容
易

.に
得
ら
れ
る
も
の
で
な
い

0
.そ
れ
故

.
こ
の
.基
本
的
心
理
法
則
に
關
す
る
ー
ー
、
三
の
學
者
の 

.
硏

究

を

通

じ

て

之

が

果

し

.て
1先
見
的
に
安
ん
じ
て
準
據
し
得
る
も
の
で
あ
る」

か
ど
ぅ
か
を
撿
討
し
ょ
ぅ

0
.

• 

... 

. 

'  

■

 

.

 

S 

.

消
費
性
昀
这
乘
數
现
論 

六

〇

ー

(

一
九
三
九〕



.

.消
費
性
向
-

W

乘
數
理
論 

六
〇
ニ 

(

一
九
叫
。) 

'
.へ®
' 

K

f

es, ibid., 

P. 9
6

'
'

.

ぐ.
..«
:

•

-
.
.

ホ
，丨
ル
.デs. (

p
.产..Holden>

は
'-
ケ
イ
ン
ズ
：の
基
本
的
.心
：理
法
則
'.
即
ち
消
費
函
數
ば
何
等
妥
'^
性
を
證
明
す
る
こ
と
は
出
來
な
. 

v>
も
の
だ
と
.考
へ
る
S

1)

。：
■彼
は
ケ
イ
ン
ズ〈

は
消
費
性
向
が
客
觀
的
及
び
主
觀
的
要
因
に
依
存
す
る
こ
と
を
認
め
て
ゐ
る
が
、
こ
れ

等
の
要
因
は『

正
常』
函
數
C0
,

一
般
的
特
質
を
變
化
せ
し
め
得
な
い
こ
と
へ
主
張
し
て
ゐ
る
や
ぅ
に
思
は
れ
る
。
卽
%'

、
1
^

,

及
び

P
 

.
 

, 

- 

. 

C
S

が
.1

よ
り
小
で
あ
ら
.ね
，ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
て
ゐ
る
し
と
云
ひ(

餘
^

、—
^
-
が
一
よ
り
大
な
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ

る
。
何
故

—

^

-

が
ー
よ
り
大
に
な
?■
こ
と
が
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
利
子
率
が
促
下
す
る
に
つ
れ
て
、
.負
の
.貯

蓄

(
d

i
s

s
a

v
.

n
g〕、

即
ち

.貯
金
の
引
出
が
行
杖
れ
る
の
で
あ
る
が
，
利
子
率
が
零
に
な
れ
ば
、
負
の
貯
蓄
は
著
し
く
增
大
し
て
、.
そ
の
結
巣
、
消
費
は
所
得
以
上

に
超
過
す
る
。
即
ち
-
^
-は1

よ
り
，大
と
な
る
S

3)

。
そ
れ
故
に
^

.
 

'
が
常
に
，一
よ
り
小
で
あ
る
と
い
ふ
ケ
イ
ン
ズ
の
消
費
函
數

.
は
認
め
ら
る
べ
き
で
な
い
と
云
ふ
の
で
る
る
.0

.
 

•
 

■

■

:

,

■

.

 

.

’

.

. 

. 

. 

,

.

广
駐
一
0

P

界 

H
o
l
d
e
n
,

 

M
r
v

'we
y
n
e
s
*

 C
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n

 
F
u
n
c
t
i
o
n

 

a
n
d

 

t
h
e

 

T
i
m
e
.
p
r
e
f
e
r
e
n
c
e

 

P
o
s
t
u
l
a
t
e
,

 

T
h
e

 

q
u
a
r
t
e
r
l
y

 

J
o
u
r
n
a
l

.of Economics, V
o
L

 52,1938, 

Feb.' p. 281. 

,

(

註
2) 

p R. Holden, ibid, 

pp, 283-4.

,
•(

註
：

0
). 

Holden, ibid, P
.

2
8

6
.

'

.

■

.
 

. 

.
 

•

こ
の
や
ぅ
な
批
判
は
、
.ケ
イ
ン
ズ
の
反
駿
を
待
つ
ま
で
も
な
く 

S

)

、
誤
解
に
基
い
て
ゐ
る
。
ケ
イ
ン
：

K

は
消
費
の
增
加
分c

S

が
所 

#

の
增
洳
分
双
よ
り
小
で
あ
る

.

と
云
ふ
け
れ
ど
も

>
 

消
費
；

3

が
常
に
所
得
知
よ
技
小
で
あ
る
と
は
云
は
な
い
。
彼
は
.負
の
貯
蓄
が
發
生 

し
て
、

1
.

時
的
に
消
費
が
所
得
を
超
過
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
は
ゐ
な
い
。
そ
れ
故
ホ
ー
ル
デ
ン
の
批
判
は
。
そ
の
實
、
ケ
イ
ン
ズ
の

消
費
函
數

.

と
は
全
然
谰
係
の
な
い
も

.

の
で

.

あ
る

0

、 

I

(

註)

ケ
イ
ゾ
ズ
は
ホー

ル
デ
^

の
在
の
批
判
に
對
し
て
^

囘
答
を
與
へ
て
ゐ
る
で
^

^

^
这
，M

r
.

 

K
e
y
n
e
s

ノ C
o
n
s
u
n
i
p
i
o
n

 

F
u
n
c
d
o
r
u

 

R

e

p-{
r

y
, T

h
e

 
Q

G

P

a

^

J

y
 

J
o
u
r
n
a
l

 

o
f

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
.

 V
o
l
.

 52
,
1938

'
.
A
u
g
.

 

.
p
p
.

 7
〇8
-9.

)

ケ
イ
ン
ズ
の
こ

.

の
囘
答
對
し
て
、
ホ
，
ル
テ 

ン 
H

 び
:̂

駿
を
與
へ
て
ゐ
る
c
 

(
H
o
l
d
e
n
,
w
e
j
o
i
n
d
e
r
.

 

T
h
e
.

 

Q
u
a
r
t
e
r
l
y

 

J
o
u
r
n
a
l

 

o
f

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
,

 1938
, 

A
u
g
.

 

§
• 

709
-712.〕

》

ホ
ー
ル
デ
ン
は
ノ
ケ
イ
シ
ズ
の
囘
答
は
何
等
自
分
の
批
判
に
對
す
る
答
へ
と
な
っ
て
ゐ
な
い
と
云
っ
て
ゐ
る
が
、
彼
は
•

が
ー
ょ
り
大
な
る 

.

.

.
場
合
が
あ
る
と
い
ふ
批
判
は
、
自
分
の
誤
解
に
基
い
て
ゐ
た
と
.、
正
直
に
告
白
し
て
^

る
、，然
し
彼
は
ケ
イ
ン
，ス
が
、
暗
默
の
裡
に
、
⑶
と
如 

を
比
較
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
と
云
つ
て
''

辯
解
す
る
"

そ
こ
で
ケ
イ
ン
ズ
は
、
之
に
對
し
て
又
反
駁
文
を
寄
せ(

g

n>
£)
i

rt
>
a
y 

J
o
u
r
n
a
l

W
0

P
。

日̂

^
 

.
y
c
j
,

 

s

. 

N
o
v
.

 1938
, 

p.. 160
.
)
、
.

.

ホ
ー
ル
デ
ゾ
が
自
ら
誤
解
し
，て
ゐ
た
こ
と
を
認
.め
な
が
ら
、
尙
も
自
分
が 

^•

が
/1
«
.ょ
り
小
な
.る
こ
と
.を
暗
默
裡
に
假
定
し
て
ゐ
.̂

と
主
張
す
.る
態
度
を
非
難
し
、「

.一
般
理
論
し
は
こ
の
や
う
な
假
定
を
必
要
と
し
な
い
こ 

と
を
述
べ
、
こ
の
や
う
な
無
益
な
論
带
を
績
け
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
と
宏
つ
て
ゐ
る
。
.

ケ
イ
ン
ズ
の
消
費
性
问
：の
基
本
形
態
が
現
實
的
妥
當
性
を
有
す
る
か
否
か
は
、
實
際
の
銃
許
的
調
查
を
ま
っ
外
は
な
い
。
と
の
.や
う

. 

•• 

• 

• 

• 

•

な
統
計
的
檢
討
を
爲
し
た
者
に
ギ
.
ル
ボ
ー
イ

9
 

_

i

o

y

)

が
あ
る
々
，

.

.
ギ

ル

ボ
：1

イ
は
先
づ
*

消
費
及
び
貯
蓄
が
所
得
の
分
配
と
密
接
に
關
係
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
ケ
イ
ン
ズ
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
關 

係
が
重
要
視
さ
.れ
ず
、
：叉
消
費
性
向
が
現
在
の
所
得
構
造
に
洳
何
に
依
存
し
て
ゐ
る
か
が
吟
味
ざ
れ
て
ゐ
な
い
と
，云
ひ
、
所
得
分
配
狀 

態
の
如
何
に
，ょ
っ
て
は
'

ケ
‘イ
ン
ズ
の
心
理
法
則
は
妥
當
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
で
は
と
の
心
.•理
法
則
は
如
^
な
.る
所
得
分
配
狀
態
に 

お
ぃ
-て
妥
當
し
-
そ
の
如
何
な
名
狀
態
に
お
い
て
妥
當
し
な
い
か
。
ギ

ル

ボ
ー

イ
に
ょ
れ
ば
-

經
常
所
得
の
半
ば
以
上
が
比
較
的
小
數

.の
高
所
得
者
や
法
人
に
行
き
、
淺
余
の
所
得
が
大
多
數
の
公
衆
.に
分
た4

る
や
う
な
.、
現
代
の
イ
ギ
リ
ス
、
T
メ
リ
力
の
如
き
高
度
の

.

.

消
费
性
向
赢
數
.理
諭
.：/

.

六
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消
I
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向
ミ
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數
理
論
：
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:
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'

s

四

っ

一.
S
5

資
本
主
義
國
に
お
い
：て
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
基
本
的
法
則
は
安
當
す
、る
。：
高
所
得
階
級
は
、
所
得
が
.增
加
す
る
に
つ
吖
て
、
座
等
の
&
蓄 

.を
消
費
支
出
よ
り
遙
か
大
な
る
程
度
に
增
加
せ
し
め
、
そ
の
結
果
、
低
所
得
階
級
の
消
費
性
向
が
ど
う
で
あ
•ち
う
と
、
貯
蓄
の
曾
州
±
. 

消
費
支
出
の
增
加
：よ
り
大
と
な
.る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
所
得
分
配
が
變
化
し
.て
、例
へ
ば
所
得
が
一
.層
平
等
に
分
配
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、 

ケ
イ
ン
.ズ
の
法
則
は
あ
て
は
I

な
い
。
蓋
し
，C
:の
や
う
な
場
合
に
は
'
高
所
得
階
級
に
よ
る
貯
蓄
増
加
の
影
響
が
消
失
す
老
ら
で 

あ
る
。
そ

れ

故

.ギ
ル
ポ
1
ィ
は
、「

若
し
ケ
イ
シ
ズ
の
.心
理
法
-M
i
lが
正
し
い
假
亂
：で
あ
る
な
ら
ば
-
我
々
は
、
如
何
な
る
所
辱
分
配 

甜
織
に
お
.い
て
も
貯
蓄
は
消
費
よ
り
•一
^
?

4
1

速
に
增
划
.す
る
と
期
待
し
て
よ
い
。
著
し
然
ら
ず
と
す
れ
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
構
造 

は
..
現
存
の
資
本
主
義
諸
國
に
お
け
る
如
き
、所
得
分
配
が
甚
し
く
右
^
歪
め
ら
：れ
た
組
織
に
の
み
關
係
し
て
ゐ

る

言

に

思

は

れ

る」 

と
一K

ふ
。
そ
し
て
彼
せ
所
得
分
配
の
變
化
の
可
能
性
を
統
計
的
事
實
か
ら
例
證
す
.る
，、註)

。
，
，.

(

課)
Elizabeth w

.
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.
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然
し
こ
の
や
う
な
批
判
は
、
ホ
丄
デ
ン
と
同
樣
、
ケ
イ
ン
ズ
に
對
す
る
根
本
的
批
判
と
な
ら
な
い
や
う
に
思
は
れ
今
何
と
な
れ 

ば
ケ
イ
ン
ズ
.は
"
消
費
性
向
が
所
得
分
配
の
變
化
に
つ
.れ
て
如
何
に
變
化
す
る
か
を
統
計
的
に
吟
味
し
て
ゐ
な
い
け
れ
ど
‘も
、
統
計
的 

吟
味
は
理
論
上
の
問
題
と
何
の
關
係
も
な
い
し(

註
1)

*

且
つ
又
ケ
イ
ン
ズ
■自
身
、
所
得
分
配
の
狀
態
が
消
費
性
向
を
變
化
せ
し
め
得 

る
こ
と
を
明
ら
か
に
述
べ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る(

餌
a )

°
ケ
イ
ン
ズ
は
ギ
ル
ボ
ー
イ
に
對
し
て
、「

こ
の
こ
と
を
、よ1

强
く
述
ベ
る
ヒ
と 

ヵ
出
來
よ
う
か」

と
反
駿
し
て
ゐ
るC

註
3)

。

尤
も
、
彼
が
所
得
分
配
狀
態
は
徐
々
に
變
化
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
短
期
間
に
は
無
視 

さ
れ
得
る
も
の
と
者
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
確
か
で
る(

| £

4〕

。

從
つ
て
所
得
分
配
は
短
期
に
お
い
て

も

安
定
性
'を
持

た

ず

、

消

費

^,
向
 

は
變
化
す
る
と
、ぃ
..ふ
ギ
.>
ボ
|
ィ
.の
非
難
は
.ー
.應
の
理
由
が
あ
るC

註
6
い。
.
然
し
異
常
の
場
合
を
除
い
て
は
、
所
得
分
配
は
短
期
杧
ぉ

い
て
變
化
し
な
い
も
の
と
假
定
し
て
も
、
許
さ
れ
.る
の
で
は
な
か
ら
う
か
0
:叉
、
た
と
へ
こ
の
假
定
が
許
さ
れ
な
い
と
し
て
も
，
ケ
イ 

ン
ズ
の
理
論
は
そ
れ
に
よ
つ
て
損
せ
ら
れ
る
や
う
に
思
へ
な
い
。
次
に
ギ
‘
ル
ボ
丨
イ
は
ー
所
得
が
比
較
的
平
等
に
分
配
さ
れ
る
場
合 

は
、
ケ
不v

ス
の
心
理
法
則
は
あ
て
は
ま
•ら
ぬ
と
沄
ふ
。
.け
れ
ど
も
、
社
會
主
義
又
は
i

主
義
國
家
.に
お
い
て
'な
ら
い
ざ
知
ら
ず
ぅ 

貧
富
の
懸
隔
が
益
々
大
き
く
な
ら
ん
と
す
る
傾
向
に
あ
'る
今
日
の
高
度
資
本
主
義
國
に
お
い
て
、
所
得
が
平
等
に
分
配
さ
れ
る
や
う 

な
こ
と
は
な
い
で
■あ
ら
う
。
ケ
イ
ン
ズ
の
心
理
法
則
が
高
度
資
本
主
義
國
に
お
い
て
妥
當
す
る
な
ら
ば
、
た
と

へ
他
の
社
會
に
妥
當 

し
な
く
て
も
、
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
，
ギ
ル
ボ
ー
イ
は
之
に
加
へ
て
、
ケ
イ
ン
ズ
の
心
理
法
則
を
誤
解
し
て
ゐ
る
。
こ
の
と
と
は
ケ 

イ
ン

ズ
自
身
8

6)

、

及
び
グ
ン

カ
ン(

A
c
h
e
s
o
n

 

J. 

D
u
n
c
a
n
)
(

誰
7〕

に
よ
つ
て
旣
に
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ギ
ル 

ボ
ー
イ
は
、
次
の
內
容
を
ば
ケ
イ
ン
ズ
の
基
本
的
心
理
法
則
で
■あ
る
と
す
る
.0
卽

ち「

ケ
イ
ン
ズ
の
全
分
析
-
並
に
そ
れ
に
蕋
く
政
策 

に
つ
い
て
の
彼
め
實
際
的
提
案
は
、
所
得
が
增
加
す
；
に
ろ
れ
て
、
.
消

費

支

出

は

よ

り

小
な
る
割
合
で
增
加
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
所 

得
に
對
す
る
支
出
の
弾
力
性
は
.

一

よ
り
小
で
あ
る」

と(

餌

或

は

又

、
さ
き
に
引
用
し
た
如
X
、「

若
し
ケ
イ
ン
ズ
の
心
理
法
則
が 

正
し
い
な
ら
ば
、
我
々
は
如
何
な
る
所
得
分
配
組
織
に
お
い
て
も
、
貯
蓄
は
消
費
よ
'1
)
ー
 

層
急
速
に
增
加
す
る
と
期
待
し
て
よ
い
し
と 

述
べ
て
ゐ
る
。
然
し
ケ
イ
ン
ズ
の
心
理
法
則
は
と
れ
と
幾
分
異
な
.る
。「

人
は
、

一
般
に
及
び
平
均
し
てr

彼
等
の
所
得
が
增
加
す
る 

に
つ
れ
て
、
彼
等
の
消
費
を
增
加
さ
す
傾
向
が
あ
る
け
れ
ど
も
'
所
得
の
增
加
程
は
增
加
さ
す
も
の
.で
な
い」

.
と
云
ふ
の
が
、
ケ
イ
ン 

ズ
ひ
心
理
法
則
で
あ
るc

註
0̂

0

と
の
定
義
は
、「

所
得
が
增
加
す
る
に
つ
れ
て
-
消
費
支
出
は
よ
い
小
か
る
割
か
で
增
加
す
る」

こ
と 

を
意
味
し
な
け
れ
ば
.「

貯
蓄
が
消
費
よ
.り
一
層
急
速
に
增
加
す
る」

と
.と
も
意
味
し
な
い
。
，ケ
イ
ン
ズ
が
問
題
に
す
る
の
枕
、
It
'
餘
阶

增
加
で
は
な
く
し
て
、
.絕
對
的
增
加
で
あ
る
。

,'
.
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.
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註
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weynes* Letter 
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h
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 Quarterly J
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u
m
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r
9f_ Economics., v
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53. 

Aug. 1939, p. 633..

ケ
イ
ン
ズ
は
、
ギ
ル
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八
o
六
，
.-

.a

九
叫
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,

ボ
ー
イ
に
書
翰
を
呈
し
'*
彼
女
の
赖
計
的
研
.究
办
有
用
性
.を
認
あ
る
.と
典
に
V
.多
く
ひ
異
論
を
提
出
し
て
ゐ
る
'0

,
S
2 y
 

Keynes, 

General Theory, p. 

109. 
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ギ
ル
ボ 

t 
イ
は
ダ
ン
カ
ン
の
敗 

•
 

r
判
や
ケ
イ
ン
：ズ
.の
書
翰
に
對
し
.て
囘
答
を
與
へ
て
ゐ
る
。
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Letter, P. 6
3
3
.

ケ
イ
ン
ズ
は
、
ギ
ル
ボ
1

:イ
に
對
■

し
て
、「

私
は
、あ
な
た
が
、
私
の『

屜
傭
の

1
.

般
理
输』

に
お
け
る
悄
费 

性
向
に
關
す
る
章
を
再
讃
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む

9

何
ん
と
な
れ
ば
、
私
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
引
用
語
を
私
の
理
論
で
あ
る
と
認
め
る 

こ
と
は
闲
難
で
あ
る
か
ら
で

.

あ
る
し
と
一K
つ
て
ゐ
る

o 

a 

@
7
W A. J. 

D
u
n
c
a
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h
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53, Aug.

1939, p. 632. 
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D
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、General. Theory, 

p. 96. 
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次
に
ギ
ル
ボ
ー
イ
は
、
統
計
に
.ょ
っ
て
、
ケ
イ
ン
.ズ
の
心
理
法
則
の
妥
當
性
を
撿
討
す
る
。
彼
女
が
用
^
た
統
計
は
、
ブ
ル
ッ
キ
•ン

グ
硏
究
所
へ

B
r
o
o
k
i
n
g
s

 

InsatutionY. 

ロ
ッ
ク

(
W
.

 

H
.

 

L
o
u
g
h
y

チ
ン
メ
ル
マ
ン

(
zi

日m
e
r
m
s
)、

及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
國

• 

•
 

•
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. 
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.

.政
府
に
ょ
.っ
て
作
ら
れ
た
統
計
で
あ
る
が
、
中
で
も一

九
三
.五
年—

：六
年
に
お
け
る「

消
費
者
購
買」

(
c
o
n
s
u
m
e
r

 

purchase.s)

調
森 

の
爲
に
作
ら
れ
：た
合
衆

»

政
府
の
齋
計
は
.最
も
正
確
'で
信
用
出
來
る
も
0
で
ぁ
る
と
し
て
ゐ
る
0
こ
れ
ら
の
統
計
に
夂
れ
ぱ
、
大
多

數
の
，.場
べ
ロ
、
rr
蒂
は
所
得
.
に

對

し

，て
.

彈
カ
的
で
あ
る
が
、
通
常
、
聍
蓄
：の
禪
カ
性
は
、
所
得
が
增
加
.す
る
に
つ
れ
て
減
少
す
る
。
縝
消 

費
支
坩
も
所
得
に
對
し
て
弾
力
的
で
•あ
.る
が
、
農
家
の
支
出
彈
カ
性
と
他
の
階
敕
の
そ
れ
は
著
し
く
異
1
る
。
紐
家
を
除
く
總
て
の
階 

級
に
と
つ
て
ル
、
消
費
支
出
の
彈
.力
性
ば
通
例
、
〇
.八
か
9

九
で
あ
り
、
農
廣
の
そ
れ
は
約
〇
。
六
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
所
得
が 

.檢
加
す
る
‘に
つ
れ
て
消
費
支
出
の
彈
カ
性
は
增
加
し
。
貯
蓄
の
彈
カ
性
は
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
も
こ
の
關
係
は
所
巧
水
準
の 

異
を
る
‘に
つ
れ
、
場
所
に
よ
り
、
職
業
に
ょ
り
、
田
舍
と
都
市
に
ょ
り
相
違
す
る
も
.の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
ケ
イ
ン
ズ
が
考
ベ
て
ゐ
る

程
•
單
純
な
も
の
で
な
い
‘と(

註)

。

.
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註
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h
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123_138. 

'

ギ
ル
ボ
ー
イ
は
銃
計
的
硏
究
に
お
い
て
、
右
の
結
；̂
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
k
で
も
前
述
と
同
じ
誤
解
を
な
し
て
ゐ
る
、
即
ち 

ケ
イ
シ
ズ
は
消
費
及
び
貯
蓄
の
^
對
的
增
加
に
つ
W
て
齋
つ
て
ゐ
.る
.に
も
拘
ら
ず
、
彼
女
は
比
例
的
增
加
に
つ
い
て
述
べ
て
ゐ
る
の
で 

あ
る
。
彼
女
の
硏
究
ば
、.

增
加
に
關
し
て
は
有
益
な
る
硏
究
で
.あ
る
が
い
ケ
イ
ン
ズ
.の
心
.理
法
則
に
對
す
る
批
判
と
'は
な
ら
な 

い
や
う
に
思
は
.れ
る
。
こ
の
と
と
.は
彼
女
自
身
告
白
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
f
i
l

)

。

し
か
%;
と
れ
等
の
統
計
'^
、
所
得
が
增
加
す 

る

に
つ
れ
て
、
消
費
及
び
貯
蓄
が
絕
對
量
に
I
い
て
增
加
す
る
こ
と
を
示
し
て
，ゐ
.る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
ケ
イ
シ
ズ
の
心
理
法
則 

.を
拒
‘否
す
る
ど
こ
ろ
か
、
寧
ろ
證
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
、
ケ
イ
ン
ズ
の
心
理
法
則
は
あ
ら
ゆ
る
個
人
及
び
あ
ら
ゆ
る
階 

級
に
妥
當
す
：.る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
'°
.そ
れ
は
社
會
全
體
に
の
み
妥
當
す
る
の
で
あ
る(

註
2)

。

(

¥

) 

s
b
o
y
.

 R
e
p
l
y
'
p
.

 

S
5
.

(

驻 
2) 

K
e
y
n
e
s

 

Letter, p. 633. 
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ギ
ル
ボ
ー
イ
は
次
に
、
ケ
イ
ン
ズ
の
定
義
す
る
消
費
性
向
が
操
し
.て
人
間
の
心
理
法
則
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
す
る
。
彼
女
に 

.

消
輕
向
さ
乘
數
理
諭 

S

セ二九四五

；

> 

■
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八
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九
四
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よ
れ
ば
、「

所
得
が
增
加
す
る
に
つ
れ
て
'、個
入
は
そ
の
消
費
を
所
得
.
の
增
加
分
よ
り
”
い
水
な
る
比
例
で
省
加
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
と 

X

の
は
、
人
間
'性
の
法
則
で
ぽ
な
く
..そ
れ
は
或
種
の
經
濟
組
織
に
結
び
付
い
た
行
動
の
一
つ
.の
型
に
過
ぎ
な
い
C。
十
九
世
紀
に
お 

い
て
と
そ
、一
殺
公
衆
は
、
.所
得
が
增
加
す
る
に
つ
^
て
よ
り
多
く
貯
蓄
し
た
と
想
定
し
て
も
正
し
い
言
に
思
は
れ
る
。
蓋
し
當
寺 

に
お
いV

.

貯
蓄
Q

_

と

蕾

し

秦

强

調

せ

ら

れ

V
.

ゐ
た
か
ら
甚

る

。
然
し
同
t
心
,

今
日
存
す
る
S

き

か

。
か
4

心 

理
は
旣
に
變
化
の
過
程
に
あ
る
。一 .

般
公
衆
に
お
け
る
支
出
心
理
が
貯
蓄
心
理
に
と
つ
て
代
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
新
し
い
菅

o
T§

え
，
 

ざ
る
出
現
.は•

■

廣
吿
を
邇
じ
て
、
.
一
般
公
衆
に
吏
出
を
非
常
に
魅
惑
的
た
ら
し
め
る
。
勞
働
時
間
の
減
少
は
、
享
樂
へ
の
關
心
を
惹
起 

'

し
、
誤
樂
財
の
消
費
に
よ
矣
な
る
響
を
興
へ
る
。
加
ふ
る
に
個
人
の
主
た
る
貯
藉
動
機Q

一
 

つ
は
政
敗
に
よ
る
養
老
年
金
や
.夫
業 

手
當
其
他Q

大
規
模
I

給
付
に
よ
つ
ズ
、決
定
的
に
弱
め
ら
れ
た
。
若
し
又
.所
得
が
一
一
、o

o'
o

乃
至
一
〇
、〇
0
0
弗
の
範
圍
で
出 

較
的
平
等
に
再
分
配
さ
れ
る
誉
ば
f

;

l

か
。

や
.う
な
場
合
に
は
、鑒
し
た
如
く
、消
費
支
出
は
所
得
よ
り
も
一
督
大 

'
な
る
.程
度
で
增
H

:

馨
は
增
加
し
.な
いp

で
あ
ら
う
。
又
た
と
べ
.所
得
分
■

變
化
せ
ず
、
少
數
の
高
所
得
者
や
法
人
が
あ
る
と
し 

て
も
、
馨

f

 

H

I

P

I

す
f

は
U

。
何
故
な
I

、

I

s

政
策
は
.
法
人
貯
蓄
I

銀
や
蕃
金
に
支 

出

さ

せ

富
者
を
し
て
賛
澤
品
や
.博
愛
事
業
に
よ
り
多
く
支
出
せ
'
し
必
る
か
ら
で
あ
る
0
か
く
し
て
彼
女
は
^

^

。r

ケ
f 
ノ
ズ
±
持 

定
時
代
の
特
定
階
級
に
適
招
せ
ら
れ
る
公
理
を
提
出
し
^

の
で
あ
つ
て
'
 

あ
ら
ゆ
る
時
代
に
お
け
る
總
て
の
人(

或

は

大

部

八

コ
の
1
ノ̂
 

行
動
を
說
'明
し
得
る
や
う
な
一
般
心
理
法
則
を
述
べ
た
の
で
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
る」

と(

註)

0 

(

载 

r
o
a
b
o
y
. 

T
h
e

 propensity 

ta C
o
n
s
u
m
e
,

 .pp. 

138.140 .
、

か

く

の

如'<
、

ギ

.
ル
..ボ

ー

ィ

は

-

ヶ

ィ

シ

ズ

の

消

費

性

向

の

型

は

そ

の

實

' 

心
理
法
則
で
は
な
く
し
て
、
特
殊
の
社
會
條
件
忙
甚
く 

も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
o
こ
の
b

と
は
ケ
イ
ン
ズ
の
反
駿
に
對
す
る
答
へ
に
ぉ
-̂
て
一
曆
明
瞭
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
？
即

ち「

ケ
イ
ン
ズ

.と

私

，が

と
の
點

.に
^

>
て

相

:1
す

る

理

由
^
、
ケ
..イ
y
ズ
.
‘が

之

を

心
.理
.法

則

：-1
5
'
;|)
:
る

，
と

信

じ

て

ゐ

る

こ

と
.に
.#'
:
ず

'る

と

思
ふ
。
私

は

、 

今

日~7—

兎
に
：角
、
公
衆
國
に
お
い
て
は_

_
個
人
.が
.、

何

-«
か

心

：理

的

强

制

.の

結

果
と
レ
。
-
所
得
增
加
に
伴
：ひ
絕
胄
的
に

も

比
例 

的
に
も
必
然
的
に
.ょ
り
多
く
貯
蓄
す
.る
と
は
信
じ
な
い
。
.總
消
：費
支
出
は
、
茜
だ
し
く
歪
め
ら
れ
た
所
得
分
配
及
び
そ
の
他
か
く
の
如 

き
諸
要
因
に
ょ
つ
て
、
總
所
得
と
等
し
く
な
ら
.な
い
の
で
あ
つ
て
.、
個
人
又
は
階
級
の
行
爲
の
何
等
か
极
本
的
心
理
法
則
に
ょ
‘る
の
(? 

は
な
い
。
：
：
合
衆
國
に
お
い
て
總
純
所
得
の
附
加
的
增
加
分
が
全
部
消
費
に
支
出
さ
れ
る
の
で
は
^'
い
。
こ
の
と
，.と
は
*
個
人
の
棵 

本
的
、も
理
法
則
が
ど
う
で
あ
ら
う
と
、
我
々
の
制
度
的
特
質
が
大
體
同
じ
に
と
^
ま
.る
限
り
、
事
實
.で
あ
ら
う
。
要
約
す
れ
ば
、
ケ
イ 

ン
ズ
は
、
社
會
全
體
に
と
つ
て
眞
理
.で
あ
る
が
、
そ
の
社
會
內
の
或
搁
人
又
は
特
定
階
級
に
と
つ
て
恐
ら
く
眞
理
で
な
い
と
こ
ろ
の
,

I f
的
傾
苘
又
は
法
則-------------------------

そ
れ
は
心
理
的
法
則
で
.は
な
い_
_
を

消
費
性
间
に
お
い
て
述
べ
た
や
う
に
.思
：̂
れ
る
。
私
は
現
在
と
は
異

つ
た
經
濟
tt

會
に
こ
の
概
念
を
擴
大
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る」

.

と
へ
驻)

o 

:

(

&

 

Gilboy, Reply, pp. 636-7. 

V
.

ケ
イ
ン
ズ
の
w
謂
心
理
法
則
が
、
心
..理
法
則
で
な
い
か
ど
う
か
、
と
れ
は
我
々
の
斷
言
出
来
な
い
と
と
ろ
.で
あ
る
。
然
し
現
在
の
高 

度
資
本
主
義
國
家
に
お
い
て
、
周
民
が
全
體
的
に
見
.て
、
所
得
增
加
分
の
總
て
を
消
費
に
支
出
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
事
實
で
I

な 

ら
ば
、
と
の
こ
と
が
心
理
法
則
か
ら
で
あ
ら
う
と

、

そ
の
社
會
的
事
情
か
ら
で
あ
ら
う
と
、
問
題
で
な
い
。
又
た
と

/
こ
の
e
う
な
正 

常
的
心
理
法
則
が
充
さ
れ
ぬ
や
う
な
時
代
が
來
た
と
し
，：て
も
、
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
は
覆
へ
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
ケ
イ 

ン
ズ
も
云
つ
て
ゐ
る
如
く
、
'彼
'の
理
論
自
體
は
、
必
し
も
こ
の
'心
理
法
則
を
--
.
前
提
とU

て
.必
要
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
述
す
る 

や
う
に
、
’こ
の
.理
論
が
示
し
て
.ゐ
る
こ
と
は
、
'こ
の
心
理
法
則
が
充
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
社
會
は
完
全
に
不
安
定
な
狀
態
に
|

と
萁
. 

ふ
と
と
で
あ
る
o
即
ち
、
.
消
費
が
所
得
增
加
ょ
り
も
ょ
ね
多
く
增
加
す
る
な
ら
ば
、
何
等
の
均
衡
點
も
な
く
、
或
は
消
費
が
所
辱
と
诳■ 

消
費
性
昀
迖
乘
數
理
驗
. 

六
0
九
.：

、
1
-̂
四
ヒ
ン



確
に
.同
額
だ
け
增
加
す
る
な
-̂
.ば
*
不
定
の
均
衡
に
.あ
る
.と
い
ふ
と
.
.と
で
あ
る
ハ
註
^

V

(

註〕
^gy^g®'Letter, 

p. 634, 

, 

;

.
以
上
、.
ホ
ー
ル
デ
ン

と
ギ
ル
ボ
ー
ィ
の
批
判
を
概
觀
し
た
の
で
.あ
る
が
\
こ
れ
ら
の
批
判
に
よ
つ
て
、
；ケ
ィ
.ン
ズ
の
恶
本
的
消
費
性 

向
の
妥
當
性
は
：否
定
さ
れ
る
も
の
で
な
：い
■，
°
否
、
ギ
ル
ボ
ー
ィ
の
統
計
的
實
證
が
正
し
い
と
す
れ
ば
I
ケ
ィ
ン
ズ
の
心
理
法
則
は
、
ギ 

ル
ボ
ー
ィ
の
否
定
に
も
拘
ら
ず
、
證
明
せ
ら
れ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
加
ふ
る
、に
こ
の
心
理
法
則
.は
、
ス
ト
ー
ン(

s
t
o
n
e
〕

に
よ
つ
て 

有
利
に
實
證
さ
れ
て
.ふ
る
。
.
ス
ト
ー
ン
は
、
米
國
、
獨
逸
及
び
日
本
に
關
す
る
種
々
の
統
計
か
ら
、
家
族
の
所
得
と
限
界
消
費
性
向
の 

關
係
に
つ
い
て
前
頁
に
揭
げ
た
や
う
な
表
を
作
成
す
る(

0
O
.こ
の
表
は
い
づ
れ
も
、
所
得
が
增
加
す
る
に
つ
れ
て
、
消
費
に
支
出
さ 

れ
る
割
合
が
減
少
す
る
と
と
を一

本
し
て
ゐ
：る
。
こ
の
や
う
な
銃
計
が
正
し
.い
と
す
れ
ば
、
ケ
ィ
ン
ズ
の
法
則
は
、
實
際
的
に
確
證
さ
れ 

得
た
も
の
と
一K

ベ
る
で
あ
ら
う
。
た
^
こ
の
.心
理
法
則
は
客
觀
的
及
び
.主
觀
的
要
因
に
異
常
な
る
變
化
の
な
い
場
合
の
法
則
で
あ
る
。 

若
し
こ
：れ
ら
の
要
因
の
變
化
を
と
り
入
れ
て
考
察
ず
る
な
ら
ば
、
こ
の
法
則
の
現
實
に
お
け
名
現
は
れ
方
は
、
極
め
て
複
雜
な
も
の
と 

な
る
で
あ
ら
う
。 

.
-
f
-
-
-
-

(

註)
Richard a

n
d

 

客 

gs-
爿 

H
? Marginal Propensity to 

C
o
n
s
u
m
e

 a
n
d

 the Multiplier, 

T
h
e

 

R
e
v
i
e
w

 of E
c
o
r
b
m
i
c

 

Studies, V
o
L

 6. O
c
t

 

1938, 

p. 5.

‘
尙
.ス
ト
，
ン
が
；
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(per aArĵ xMnn*)

農業家s

■一
v fooo 細  3m  似 ぬ 柳  6m

M物
Hi

物

&s
扨

日ホ 
1 9 5 6 - 7

賞齒労i動者

\
-  111 .■ ■一 —■丨-■一.丨—w,,,, !■__，-■，言.__丨
90 如 120 H O  200 S40 2B0  
_’( tn^rvCh.)

0 10 $ 0  3Q 40 S O  6 0  70

WMiiniawiiijfc

O.f,

餅。

W
(m
OJO

o.gs

取
1 5 2 6 - 7

俸鹏職

六
：！ 

o

九m
A

o. 4 0  $0 m  i6o 2qo ̂ a  ssa

mrn^m縦限寒爾雄v(w)



.
V
, 
•
.
. 

 ̂V
.
. ,
 

,

:' 

c

l

_

s
.

.
,
.
.
.

.

.
?
* w
p
^
s
v
s
c
o
w 

Q
0
« 

f
e
^
a
- 

^
 

P
^
B
. 

w
p
 ̂

^

§

.

',

,

 ̂

.
 
.

'

、
y

f

^

 

.-..- 

,
,
v 

.
 

 ̂

.,

，以
上
述
べ
た
如
ぐ
ハ
社
會
の
心
理
傾
向
に
よ
れ
ば
、
社
會
の
所
得
が
增
加
す
る
と
、/
そ
の
消
費
支
出
も
增
加
す
る
け
れ
ど
.も
、普
通
、
V
 

消
費
支
出
は
所
得
增
加
分
と
同
額
ま「

で
增
加
す
る
も
の
_で
な
い
0 
.
そ
れ
故
，、
若
し
企
業
家
が
雇
傭
を
擴
大
し
て
、
そ
の
增
加
し
た
勝
傭 

の
全
部
を
消
費
財
生
產
に
向
け
る
.と
す
れ
ば
、
企
業
家
は
そ
の
消
費
財
を
全
部
賣
却
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
損
失
を
蒙
る
こ
と
i
為
るo 

從
っ
て：T

 ®

量
の
屈
傭
が
維
持
さ
れ
る
爲
に
は
、
M

■
の
そ
の
水
準
に
お
い
て
、
社
#

が
消
費
し
よ
う
と
す
.る
*

を
超
過
せ
る
生
產
物 

-の
圣
部
を
•吸
收
す
る
に
足
名
投
資
の
‘量
が
存
し
な
け
：れ
で
な
ら
ぬ
。
即
ち
所
得
の
增
加
分
中
、：

消
費
に
茭
出
さ
れ
な
か
部
分
は
投
資
財 

に
支
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
，o
.雇
傭
の
增
加
に
伴
っ
て
、
所
得
增
加
分
と
消
費
支
出
額
.の
賭
隙
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
.て
來
れ
ば
、
と
の 

間
際
を
充
た
す
爲
に
、
.投
資
.へ
の
支
出
額
が
增
大
し
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
o
そ
れ
故
に
、
若
じ
社
會
の
消
費
性
向
が
與
べ
ら
れ
て 

ゐ
る
.な
ら
ば
、：雇
傭
は
投
資
と
步
調
を
合
.せ
て
の
.み
增
加
し
#
る
と
と
V
な

る

.0
然
ら
ば
、
消
費
性
向
が一

定
な
る
場
合
、
投
資
の
增 

.加

分

と

そ

：れ
.に
よ
っ
て
生
ず
る
總
雇
傭
の
%
加
分
と
の
間
に
は
如
何
な
る

比
率
が
存
す
る

で
あ
ら
.う

か

。

換

言

す

れ

ば

.
、
.

_

投

資

財

廒

業
 

部
門
に
直
接
雇
傭
さ
れ
る
第|

次
曆
傭
.

(
p
r
i
m
a
r
y

 

emplo
y
m
e
n
t
:
〕

と
そ
の
結
果
生
ず
る
第
一1

次
的
雇
傭
と
'の
間
に
财
何
な
る
比
率
が 

存
す
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
比
率
が
乘
數(Multiplier)

と
：呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
如
く
、
賃
銀
單
位
で
測
ら
れ
た
消
費
增
加
分
^
と
、
'賛
銀
單
位
で
測
ら
.れ
た
所
得
の
增
加
分
#
は
同
じ
符
號
を
持
っ
け
れ 

ど
も
、

W

は
脚
，よ
り
小
で
あ
る
？
從
っ
て
ば
正
數
で
あ
る
が
ー
よ
り
小
で
あ
る

0

ケ
.

ィ
ン
ズ
は

i

^

;

を
限
界
消
費
性 

商

(
m

a
r

g
i

n
a

l

 

p
r

o
p

e
n

s
i

t
y

 

t
o

 

c
o

n
s

u
m

e
)
：

と
呼
ぶ
。
こ
の
量
は
生
產
物
の
■次
の
墦
加
量
が
消
費
と
投
資
の
間
に
如
何
に
分
た
れ
ね 

、ば
な
ら
ぬ
か
を
示
す
。
蓋
し
所
得
の
增
加
分
は
消
費
の
增
加
分
に
投
資
の
增
加
分
を
加
へ
た
も
の
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。
f t
o

を

賃
.

巧，
し.-

•

鈒
聚
位
で

.

測
ら
れ
た
投
賓
の
；墙

»

分
と
す
れ

.

ば
、

J
v

i
J

C
W

十J
l

w

で
あ
る

o 

.

.

今
、

.

限
界
消
費
性
向
即
方

i

u

^

l

 

p

 

M

丨
-

^

1

.
 

.
ど

す

れ

ば

」

ベS
“

/
&

J【8

な
る
關
係
を
得
る
。
ケ
イ
シ
ズ
は
々
を
投
資
乘
數(

i
n

v
e

s
t

m
e

n
t

 

m
u

l
t

i
p

l
i

e
r

y
と
呼
ぶ
。
そ
れ
は
總
投
資

の
#
加
分
が
あ
石
と
き
、
所
得
は
投
資
增
加
分
の
々
.倍
だ
け
增
加
す
る
で
あ
ら
ぅ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る(

課
、

■
 

. 

註

.weynes. General Theory, 

pp. 

114-5.

齋
數
の
概
念
は
，
ヵ
ー
ン(

ド

p
，
K
a
h
n
v

に
.X
つ
•て
初
め
て
經
濟
理
論
の
诈
に
導
人
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る(

註
1
、

ヵ
ー
ン
は 

.
雇
_
量
の
變
化
は
、
投
資
量
の
純
變
化
‘の
.函
數
で
あ
る
と
宏
.ふ
棵
本
概
念
か
ら
出
發
し
て：

.純
投
資
の
增
加
分
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生 

:
ず
.る
總
雇
傭
の
增
加
分
と
の
間
の
實
際
の
激
量
的
關
係
を
測
定
す
る
.一
般
原
理
を
樹
立
し
よ
.ぅ
と
し
た
£

2)

。

從

•
つ

て

ヵ

ー

ン

の

乘
 

數
は
.投
資
增
加
分
と
所
得
增
加
分
の
比
率
た
る
ケ
イ
ゾ
ズ
.の
.乘
數
と
は
幾
分
異
な
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、
力
彳
'.ン
の
..乘
數
を「

麻
傭
乘
數」 

(
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 m
u
l
t
i
p
l
i
e
r
)

，と
陳
び
、V

に
よ
っ
て
示
す
。
，投
資
の
增
加
分
恂
が
投
資
財
產
業
に
お
け
る
第
一
次
雇
傭
の
增
加
分
JN 

に
導
く
と
す
れ
ば
、
.

」

2:
-

1
、

」

^

で
あ
る
。
把
#
乘
散
々
と
雇
傭
乘
數
ダ
は
必
し
も
等
し
.く
は
な
い
。
蓋
し
*

一
 

產
業
部
門
に
お
け 

:

る
雇
俯
增
加
と
そ
れ
を
刺
戟
し
た
需
要
增
加
分
と
の
比
率
は
，
他
の
產
業
部
門
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
比
率
と
必
し
も
同
一
で
な
い
か
ら 

'
で

あ

る

。
，
然
'し
ケ
イ
.、

V

ズ
は
單
純
化
の
爲
に
、
^
=ャ
'と
假
定
す
る(

誅
3)

0
,
;

'

,

.
.

.

.へ
許
1

..

)
.R. .F.' K

a
h
n
'
T
h
e
^
e
l
a
t
i
o
n

 of

.
 H

o
m
e

 investment/to- Un
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
, 

E
co
n
o
m
i
c Journal, June. 1931.

(

戟 
2 ) 

o.eneral Theory, 

jpp. 

113-4. 

.
 

•

8
3

 ̂Keynes, ibid., p
p
'
l
l

 5-6.

'

パ 

i
,

.
t:
社
會
の
涫
費
性
向
が
所
得
の4

-

分
の
九
を
消
費
す
る
や
ぅ
な
.も
の
と
す
れ
ば
乘
數
々
は
十
で
ネ
を

0
.
-
1

—

_

^

=か

)

。 

例
.へ
ば
公
共
事
業
に
投
資
が
あ
れ
ば
”
他
の
方
面
に
お
い
.て
投
資
の
減
少
が
な
い
限
り
"
全
雇
傭
は
、
公
共
事
業
自
髖
に
よ
っ
て
直
接

.

*

.

 

.

.

.

.

. 

• 

.
い.
.

.

. 

.

. 

'

'供
せ
ら
れ
る
第
一
次
雇
俾
の
十
倍
に
'it
加
す
る
。
.然
し
社
會
の
實
質
所
徜
が
增
加
せ
る
.に
拘
ら
ず
、
社
會
が
そ
の
消
費
を
全
然
增
加
せ 

-

消
費
性
向w

乘

數

理

論

.
 

ノ 

.

1

ハ一
.

三

(
一

九
五
一)

.

.

* 
i
f
} 

てし-
J 

■
,1
»ir
 

tl



-
I

f

 
1

®

^

--
 

- 

• 

■
 

„ 
.

 

.，
六
：
一
四
''
:

-

2
九 

5
1
, 

)

..

■'
..
 

•

-L
め
な
い
な
ら
ば
、
、即
ち
.消
費
性
向
が
零
な
ら
.ば
、：.
.乘
數
は
一
で
あ
っ
て
.、
雇
傭
の
增
加
は
公
典
事
業
に
よ
っ
て
供
せ
ら
れ
炎
第
一
次 

.«
航
に
限
ら
^>
る
。
之
.に
反
し
.て
社
會
.が
そ
'o
.fi
r
'#
增
加
分
の
全
部
を
消
費
し
よ
う
.と
す
る
^
ら
ば
、
雇
庸
«■
■
■無
限
に
-#
加
し
、
^J
等 

の
安
走
點
冬
な
い
へ
註)

0

'

.

■,
,
ン 

' 

.

.

(

tl
> ICeynes, General T

h
e
o
r
y
,
.pp. 116-7.

...

..
 

.

.

.
:
.
-
-

 

.

 

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

 

■

■

 

■

.
ケ
ィ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
公
衆
が
賃
鈒
單
位
を
以
っ
て
測
ら
れ
た
貯
蓄
を
增
加
し
よ
う
と
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
投
資
の
增
汕
立
起
り
得

* 

.

.

.

-
 

•

激
い
。
し
か
も
公
衆
は
、
賃
銀
單
位
を
以
っ
て
測
ら
れ
た
總
所
得
が
增
加
す
る
に
非
.ざ
'れ
ば
..
.ー
貯
蓄
を
增
加
す
る
と
と
は
出
来
な
s

o

• 

• 

. 

.

こ
の
や
う
に
投
資
、
貯
蓄
>
'所
得
は
密
接
な
る
關
係
に
あ
る
の
で
.あ
る
.が
、
.こ
の
關
係
は
次
の
'や
う
に
說
明
出
來
る
0
,-
即

ち

公

衆

が

所 

得
增
加
：の
：
ー
部
分
を
消
費
し
よ
う
と
す
る
_.な
ら
ば
.
生
產
が
刺
戟
さ
れ
る
0
生
產
が
刺
戟
さ
れ
、
ば
、
所
得
も
1-
大
す
る
0
所
得
が
增 

加
す
れ
ば
貯
蓄
も
增
加
す
る
：0

そ
し
て
投
資
增
加
分
と
同
額
.の
貯
藉
を
爲
し
得
る
や
う
な
新
所
得
水
‘準
が
生
れ
る
o
か
く
の
如
き
新
所 

得
ば
準
が
確
立
さ
れ
て
初
め
て
生
產
ベ
の
刺
戟
は
止
む
の
で
あ
る
。
m
數
は
.
公
衆
を
し
て
必
要
■な
る
余
分
の
貯
蓄
を
爲
さ
し
め
る
に 

充
分
な
る
實
質
所
得
0.
增
加
を
齎
ら
す
爲
に
は
'
.雇
傭
が
如
何
段
增
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
示
す
も
の
.：で
あ
る
o
.從
っ
て
乘
數
は
公 

•衆

の

，
心

理

性

向
.'
<
0函
數
で
あ
る(

飩)

。
：
 

•

(

註
-K

e
l
i
b
i
d
,
p
.

 

ll7; 

,

、

•
 

ノ
 

’ 

‘

-
. 

.
 

.
 

-
 

.
 

.....

か
く
.の
如
く
しV

、
.

公
衆
の
.心
理
性
向
が
相
當
に
大
な
ら
ば
、
投
資
財
產
業
部
門
に
お
け
る
.雇
傭
增
加
は
、
.必
然
的
に
消
费
財
產
業
.
 

.
を
刺
戟
し
て
、
投
資
產
業
，に
よ
っ
‘

V

直
接
供
せ
.ら
れ
る
第一

次
雇
傭
の
何
倍
か
に
、
全
雇
傭
を
增
加
せ
し
め
る
に
違
ひ
な
い
と
い
ふ
法

.

.

v

 

*

則
が
得
ら
れ
表
。
浩
し
限
，界
消
費
性
向
が
一
よ
り
僅
か
.に

小

で

あ

る

な

ら

ば

,1
役

資

にお
け
る
小
な
る
變
動
も
雇
傭
の
大
な
る
變
動
で 

.P

ベ
で
あ
ら
う
o
'然
し
词
時
に
、
投
資
：の
比
較
的
小
.な
る
增
加
も
完
全
雇
傭
に
導

く

.

で
あ
ら
う
。
若
し
.反
對
に
限
界
消
費
性
句
が
•零
こ

近
.い
な
ら
ば
.
投

資

の

小

な

る

變

動

は

そ
れ
に
'應
じ
た
擂
擗
の
小
な
る
變
動
に
.導
く
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
同
時
に
、
完
全

雇

傭

を
生

ず
. 

.る
爲
に
：は
.
.授
資
の
.大
.な
る
增
加
を
.必
.要
と
す
る
.で
あ
ら
ぅ
。
若
し
へ
-̂

全
雇
傭
が
達
せ
ら
れ
て
、
.尙
そ
れ
以
上
に
投
資
を
增
加
し
よ

'ぅ
と
す
る
な
ら
ば
、
價
格
は
腿
界
消
費
性
向
と
は
齡
係
な
し
に
、
無
制
限
に
.騰
貴
し
.
眞
の
..ィ
ン
フ
レ
ー
シ1=
ン
の
狀
態
が
發
生
す
る

■
 

6
 
.

0

 '

 -

;

.

.

.

s
 

Keynes, ibid JPPV.S.9, 

•
 

• 

•
 
-

.以
上
の
乘
數
理
論
に
對
し
て
、
ハ

1

バ
.ラ
ー

(
p
s
a
b
e
r
l
e
r
v

は
ケ
ィ
ン
ズ
の
乘
數
と
限
界
消
費
性
同
の

ニ
.概
念
は
、
同

一
物
に
對 

す
る
二
つ
の
名
稱
で
あ
り
、'
そ

れ

ら

は

.單

に

宛

義

に

.

よ
.

つ
で
關
係
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
だ
げ
で
、
何
等
因
果
的
經
驗
的
關
係
を
持0.

も

の

.
 

、
で
な
い
.と
一
方
ふ
。
藉
し
ケ
ィ
ン
ズ
の
乘
數
は
服
界
消
費
性
向
の
，項
目
に
よ
つ
て
定
義
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
限
界
消
費
«
:
向

が
.
 

ー
丨
1
-
,で
あ
れ
ば
、
乘
數
は
々
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
s

i
。
而
し
て
彼
は
、乘
數
が
限
界
消
費
性
向
に
よ
つ
て
，
 

決
定
さ
.れ
る
と
い
，ふ
推
論
は
明
ら
か
に
危
險
で
あ
る
と
考
へ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
彼
に
よ
れ
ば
、
ケ
ィ
ン
ズ
ビ
消
費
性
向
.に
つ
い
て
ニ 

:

つ
の
輿
な
れ
る
概
念
を
持
つ
て
ゐ
る
。

一
つ
は
形
式
的
意
味
に
お
け
る
消
費
性
向
で
あ
り
、
他
は
普
通
の
意
味
の
そ
れ
で
あ
る
。
前
者 

ほ
算
術
的
取
扱
ひ
に
際
し
て
用
ひ
ら
れ
る
概
念
で
あ
り
、：
之
は
定
義
に
よ
つ
て
乗
數
に
直
接
關
聯
さ
れ
、
乘
數
の
他
の一

面
を
な
す
も

の
で
あ
る
。.
.後
者
は
客
觀
的
及
び
.主
觀
的
要
因
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
消
費
性
向
で
あ
る
0
後
者
に
つ
い
て
は
我
々
の
日

々

の
經
驗
を

- 

-

,

基
礎
と
し
て
之
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
こ
•の
こ
と
.か
ら
直
接
、
乘
數
は
得
ら
れ
.な
い
。
ケ
ィ
ン
ズ
は
普
通
の
貧
味
に
お
け
る
消 

:

費
蚀
；向
を
形
式
的
意
味
に
お
.け
る
消
費
性
向
に
代
べ
る
こ
と
に
よ
づ
て
，の
み
、
乘
數
.を
導
出
す
る
の
で
あ
るo

然
る
に
、
形
式
的
意
味 

に
お
け
る
限
界
消
費
性
向(

1
J
-
0

は
、
普
通
の
意
味
に
#
け
る
限
界
消
费
性
向
と
同
一
の
も
の
で
■な
い
。
後
者
が
一
.
で
あ
る
と
假 

'
定
す
る
。
即
ち
人
々
が
彼
等
の
附
加
的
所
得
を
總
て
-消
費
に
支
出
す
る
と
す
る
。ン
と
の
假
宠
の
も
と
に
お
い
て
、
公
共
事
業
の
第
—
^

:

馆
费
性
rn
l
ミ

乘

数

理

論

■

.

六

一

五

(

ー
九
五
ー
ユ

)

-



:

消
費
性
向
琴
乘
數
现
論
.':
.

.

.

；

,

六」

六
ー
.

r

一
九
五
'四
.

)

.■
 

的
影
響
讨
ど
う
で
あ
ら
ろ
か
ど
乘
數
は
必
樣
的
に
無
限
で
、
形
式
上
の
意
味
に
お
け
：.る
限
界
消
費
性
向
は
一
と
^
る
で
あ
ら
う
かO

否

:
さ
う
で
は
.，な

い

。

そ

れ

が

如

何

.に
作
用
す
る
か
.は

：
結
局
、
他
の
多
く
の
事
情
に
依
存
す
る
。、
卽
ち
-
經
過
期
間
と
加
資
本
の
狠
#
效

• 

•
 

• 

- 

• 

•
 

. 

. 

.\ 

: 

. 

•

率
と
か
、
.貨
幣
所
得
の
流
通
速
度
等
に
依
.存
す
る
。
無
限
の
乘
數
、
.卽
.
ち
形
式
的
意
味
に
'お
け
る
一
の
消
費
性
向
は
、
無
限
の
流
通
速 

度
を
意
味
す
：る
。
.然
し
こ
の
や
ラ
な
不
合
理
.な
結
果
は
、普
通
.の
.意

味

の

消

費

性

向

が

.で
あ
る
と
い
ふ
陵
定
か
ら
は
意
味
さ
れ
な
ぃ
。 

.勿
論
フ
公
共
事
業
の
第
ニ
次
的
影
響
は
、
普
通
.の
意
味
に
.お
け
る
限
界
消
費
t
向
が
大
■な
.ら
ば
、
そ
れ
が
小
な
る
場
合
ょ
り
も
、

一
層 

大
で
あ
らa

ノ
。
然
し
な
が
ら
普
通
の
意
味
の
限
界
消
費
性
向
と
.形

式

的

意

味

の

限

界

消

費

性

向

、

卽

ち

乘

數

と

の

間

に

は

、

何

等

密

.•接 

.且

つ一

義
的
關
係
.は
な
い
。
從
ウ
て
ヶ
ィ
ン
ズ
0
乘
數
理
論
は
、
現
贅
世
界
に
っ
い
て
の
經
驗
的
.說
明
で
は
尨
く
、
現
實
と
は
無
關
係 

.
な
る
純
耗
分
析
的
說
明
で
あ
る
と
cif
e

_

2

〕
o

.

(

註 
i) 

o
. Haberler, 

Mr. 

K
e
y
n
e
s

:.T
h
e
o
r
y

 of the Multiplier, A

 Methodological Criticism, zeitsRft fiir 

i
o
a
i
o
y
o
l 

m
i
e

 B
d

 7. 

Heft 3,1936, Ss. 3
0
s
.

 

•

(

註
3
. Haberler” ibid, Ss. 302-5,

ハ
I
バ
ラ
ー
の
こ
の
や
う
な
批
判
は
、
高
田
保
馬
博
士
や
ツ
.

1

ニ
土
等
に
ょ
つ
て
支
持
さ
れ
て
ゐ
る
0課)

0

然
し
こ
の
非
難
は
、
消 

費
性
向
の
普
通
の
短
期
豐
化
を
問
題
と
す
る
限
り
.
安
當
し
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
？
ヶ
ィ
ン
ズ
は
、
主
觀
的
及
び
客
觀
的
要
因
は
、 

異C

吊
の
場
合
の
外
は
、
短
期
に
お
い
て
ほ
^1

定
し
て
ゐ
る
か
ら
-

.

消
費
性
向
の
短
期
の
.變
化
は
主
と
し
て
所
得
量
の
變
化
に
依
存
す 

る
と
一K

ふ
の
で
あ
る
。
か
キ
る
場
合
に
普
通
の
意
味
の
消
費
性
向
の
：變
化
と
形
式
的
意
味
の
そ
れ
の
ニ
つ
が
あ
る
普
は
な
い
。
前
者
は 

.
こ
\
で
；は

變

化

.せ

ず
し

.

て

、
、
後

者

の

み

變

化

す

る

の

.で

あ

る

P

.

從

つ

.
て

と

の
際
に
お
け
る
限
界
消
費
性
向
と
乘
數
は
單
に
定
義
に
ょ
つ 

て
關
係
づ
け

ら

、れ

た
t

の
で
は
な
く
し
て
、
限
界
消
費
性
向
に
ょ
つ
て
乘
數
が
'定
め
ら
れ
る
と
い
ふ
意
味
に

#

い
て
、
兩
者
は
因
果
的

9
4
.

 ̂

令
'
^
.
:

父

■

 

-

 

.

.

. 1

ノ 

關
保
に

I

も
の

.

.

で
あ
る
。•

勿
論
、
か
、
る
限
界
消
费
姓
向
か
ら
得
ら
れ
る
乘
敦
の
大
い
さ
は
、
現
實

.

に
お
け
る
眞
の
乘
數

.

で
は
な
い
。

,

.

現
實
.
の
乘
數
は
種
々
の
理
由
で
純
粹
の
乘
數
か
ら
離
反
す
る
0
然
し
そ
れ
は
ヶ
.̂
.ン
ズ
も
認
め
て
ゐ
る
如
き
多
く
の
湘
殺
要
因
の
作
用 

に
歸
せ

ら
れ
,
-0
%

の
.
で
あ
つ
て
、
普
通
の
意
味
の
.消
費
性
向
を
形
式
的
意
味
の
そ
れ
に
置
換
へ
.
る
こ
と
に
よ
つ
.て
乘
數
が
導
か
れ
た 

,か
ら
で
は̂

ハ。
と
の
や
う

'
に
主
觀
的
及
び
容
觀
的
要
因
が
短
期
‘に
お
い
て
普
通
に
變
化
す
る
場
合
攸
消
費
性
向
に
異
な
れ
る
ニ 

5 

—

つ
の
意
味
が
.f

得
な
い
。
然
し
そ
れ
ら
要
因
S

期
に
お
い
て
か
，
b

變

化
を
受
け
る
場
合
、
：或
は

長
期
變
化
を
問
題
に
す
る
場
合 

一
 

は
、
ハ
丨
バ
ラ
丨
の
安
ふ
が

如
く
、：

消
費
牲
向
に
は
ニ
つ
の
概
念
本
あ
る
。.
蓋
し
消
費
性
向
枕
一
方
に
お
い
て
所
得
の
變
化

と
共
に
、

丨
 

他
方
，に
お
W

て
そ
れ
ら
要
因
の
變
化
と
共
に
、
變
«)

す
.る
か
ら
で
i

o

.然
し
ヶ
ィ
ン
'ズ
は
こ
の
や
う
な
場
合
を
除
外
し
て
心
理
法
則 

パ
'
: 

s
f

T
W

ゐ
含
で
あ
る
か
ら
，
か
4

場
合
を
と
り
あ
げ
て
'#
難
す
る
の
は
不
當
で
あ
ら
う
。
又
こ
の
や
う
な
場
合
を
問
題
に
し
な 

%

ぐ
,

 

け
れ
^

な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
所
得
の
變
化
と
、
.主
観
的
及
び
客
觀
的
要
因
の
變
化
の
綜
^

^
用
の
も
と
に
決
定
さ
れ
る
限
界
消
#
性
向

を
考
察
し
て
、
\そ
れ
か
ら
乘
數
5:
:
導
く
友
ら
ば
、
/ヶ
.ィ
ン
ズ
の
理
論
は
成
立
す
.る
。
乘
數
理
論
は
消
費
掛
向
が
所
得
に
よ
つ
.て
の
み 

贊

:

,

.
決
定
さ
れ
、
.變
動
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
0 

:

'

.

I
:

.

 

.

(

8

.髙

.田
揺
傅
七
琴
刺
子
諭
硏
究
し
一
六
頁
.

.
■

'

,

| 

R. jf. Saukiier, C
on
t
e
m
p
o
r
a
r
y Mo

n
e
t
a
r
y . Theory, 

pp. 344-5.

I

: :,. 

:

.

,

：
_

r

®數
理
論
.の

諸

前

提:.
:
'
'
'
へ

 

.

I
-

 

汉
匕
こ
，̂

い
.て
、
ヶ
ィ
ン
ズ
■

は
投
資

Co
*

..純
增
加

.

分
の
存
す
る
場
合
を
考
察
し
た
。
然
る
に
ー
產
業
部
門
に
お
け
る
投
資
增
加
は
、
他 

|

,

•

の
部
門
に
お
け
る
投
資
減
少
■

に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ

.

、或
.

は
柄
等
か
の
理
由

I

い̂
^

|
.
ン

:

|釋

.

.
' 
ー
 

.

、

へ

' 

消
費
性
？

乘
数 

&

■'
;
■
 

.

.

;

•

 • 
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■
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:

I
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.



溝
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.
ハ：-
.
'
々
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.消

.钗

性

向

す

乘

數

理

論

，
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六一

八

.

ニ
九
五
六
て

 

:
-因
と
し
て
擧
げ
る
0 
.
.

-;
;
 

.

 

V 

 ̂

- 

.
-
.
- 

.

.
^
. 

' 

.

 

'

'

•(
!
)
:第

一

は
、
利
子
率
及
び
資
本
の
^
界
效
率
.の
變
化
：で
あ
る
。
■雇
傭
の」

增
加
と
そ
れ
に
伴
ふ
物
«-
騰
貴
は
-
多
く
.の
資
金
を
^

k

'

 

と
サ
る
か
ら
.
.利
午
率
4
騰
貴
せ
し
め
る
0
又
同
畤
に
、
資
本
財
の
生
產
費
，が
騰
貴
す
る
か
ら
资
本
財
の
限
^
效
率
は
減
少
す
る
。
か

く
し
て
投
資
は
阻
止
さ
れ
る
に
至
る
o

.-
'
.'
.

.

.

.

. 

•

.

i

,:
;

\. 

.

.

. 

- 

' 

- 

- 

.

.

.

-

.

.
■

.

.

. 

.

.

. 

.
-
.
.
.
.
- 

.

一

. 

.

(2「

確
信
し(

o
o
l
e
n
c
e
v

に
及
す
影
響
-:
':0
政
府
の
投
資
增
加
め
.計
寒
が
あ
つ
て
も
、
.そ
れ
がr

確
信」

ベ
の
影
響
を
通
じ
て
、
流
動 

性
選
擇
、

.
l
l
q
u
l
d
4
-
p
r
e
f
e
r
s
c
e
)

を
增
加
せ
し
め
、
或
は
資
本
の
限
界
效
率
'^
減
少
せ
し
め
る
ヒ
と
が
あ
り
、
，唯
つ
て
.他
の
方
面
の
投

资
が
妨
げ
ち
れ
る
こ
と
が
.あ

る

.0
：
 

•

V

* 

■ 

. 

* 

* 

.**

•
供
外
國
貿
易
の
影
響
。
外
國
質
易
關
係
を
有
す
る
國
.に
お
い
て
は
、
消
費
增
加
の
一
部
は
、
外
國
t

の

輸

入

品

に

向

け

ら

れ

る

 

‘か
ち
、
外
！
：.に
お
け
る
雇
傭
を
有
利
I

し
め
石
0
:そ
れ
故
、
國
內
雇
傭
へ
_の
影
響
0-
.み
を

考

.へ

れ

ば

、乘

數

の

大

い

さ

は

減

少

す

る

。

.

.

.

然
し
外
國
に
輸
出
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
減
少
は
相
殺
さ
れ
る
。

： 

' 

.

.
(4
最
後
は
限
#
消
费
性
向
の
變
化
で
お
る
。
眼
界
消
費
性
向
は
雇
傭
量
が
靖
加
す
る
に
づ
れ
て
減
少
す
る
。
呀
つ
て
乘
救
も
次

^

に
減
少
す
る
:0. 

..
 

. 

.

.

.

.

':
:

次

に

投

資

增

加

の

.
影

響

を

修

'J
E

す
る
要

因
£

一.つ
あ
る
0
第
.
一
に
.、
雇

傭
增
加

は

短

期.に
お
い
..て
收
益
遞
減
を
澍
ら
す

_
の
で
、
社
會 

全

體

の

平

均

ょ

り

は

、
.
恐

ら

く

小
さ
い
.限
界
消
費
性
向
をも
つ
炎
業
家
に
行
く
總
所
得
の
割
合
を
增
加
史
し
め
る
傾
向
が
あ
る
。
第
二 

.に
失V

考

は
.負
.の
.貯

蓄

卽

ち

，
ir
r

蓄
金
の
引
出
に
：ょ
つ
.
て
生
活
す
る
が
故
に
、
雇
赌
が
增
加
し
て
彼
等
が
再
び
職
を
得
れ
ザ
、
こr> 

負
の
貯
蓄
试
.

〗

1
に
,

少
す
_る
に
至
る
0.
以
上
ニ
つ
の
要
因
に
ょ
つ
て
、
：限
界
消
費
性
向
は
、

ー.
.層
急
速
に
減
少
す
る
。

•

-

-

.

: 

... 

.

.

.

.

,

 

-

■

.

 

.

代
社
會
に
お
い
て
、
そ
れ
が
貿
易
關
係
を
持
た
な
い
場
合
，に
は
、
消
費
性
向

.

は
約
十
分
の
八
で
あ
り
、
從
つ
て
乘
數
.は
相
殺
を
者
慮
し 

て
，
五
ょ
り
甚
だ
し
く
少
く
は
な
い
で
あ
ら
う
と
考
人
る
，。
然
し
外
國
質
易
に

.

ょ
つ
て
消
費
のt

一〇
％
が
充
さ
れ
、
失
業
者
が
正
常
消 

費
の
五

0

%

ま
で
公
債
そ
の
他
.か
ら
支
辨
さ
れ
る
や
う
な
國
に
お
い
て
は
•
乘

數

は

一

一

乃

至

三

に

俄

め

ら

れ

•

る

と(

課)

.
°

C

訪

、
.

.
K

e
y

n
e

s
,

 

G
e

n
e

r
a

l

 

T
h

e
o

r
y

,

* d
p
. 

1
1

S
2

2
.

.

か
乂
の
如
く
現
實
の
乘
數
は
、
こ
れ
ら
の
相
殺
及
び
修
茈
要
因
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
こ
の
こ
と
は
乘
數 

理
論
の
理
論
的
重
要
性
を
失
は
し
め
る
も
の
•で
な
い
け
れ
ど
も
、
何
と
云
つ
て
も
乘
數
现
論
の
.
一
大
缺
陷
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
、
に 

チ
ィ
ン
ズ
か
ら
ー
步
出
て
、

1
曆
現
實
的
反
る
乘
數
理
論
を
う
，ち
龙
て
る
必
要
に
总
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
理
論
も
前
提
な
く 

し
て
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
前
提
を
設
け
る
.こ
と
自
體
が
惡
い
.
で
ば
な
い
。
問
題
は
、
前
提
の
‘3
谷
に
あ
る
。
.若
し一

變
化
が
與
へ
.
 

ら
れ
て
、
そ
の
變
化
が
他
の
歌
條
件
.をに變化
せしめ

^
-な
ら
ば
.、「

そ
れ
.ら
の
諸
條
件
が
.變
化
し
な
け
れ
ば」

と
い
ふ
假
定
は 

許
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
0
然
し
そ
の
變
化
が
他
の
條
件
に
變
化
I
及
し
得
る
と
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
な
ら
ば
I
こ
.の
假
定
は
許
さ
る 

べ
き
も
の
で
あ
る
0
或
假
定
を
許
し
得
る
か
否
か
は
' 

そ
の
假
定
が
、
.一
つ
の
動
因
と
必
然
的
ヒ
關
聯
し
て
ゐ
る
か
ど
う
か
に
依
存
す 

る
。

マ
ク
ラ
ッ
プ(

s
t
z
s
a
c
h
l
u
p
:
、

も
言
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
.
-變
化
.し
锝
;.
5
か
も
知
れ
ぬ
條
件
を
變
化
し
な
け
れ
ば
と
假
定
し
て 

も
何
等
異
論
は
な
い
。
然
しI

現
象
.が
發
生
す
る
時
に
"

#
し
く
慶
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
條
件
、
或
は
最
も
變
化
し
さ
う
な
條
件
を 

そ
の
同
じ
現
象
の
結
艰
に
つ
.い
て
の
應
用
理
論
に
お
い
て
，
變
化
し
な
W
も
の
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
で
な
い」

註)

。.

然
ら
ば
、
ケ
ィ

ン
ズ
の
擧
げ
た
諸
前
提
は1

產
業
部
門
.に
お
け
る
投
資
增
加
と
如
何
な
る
關
聯
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

• 

.
 

•
 

-
 

F. M
a
d
x
l
u
p
.

 Period. Analysis a
n
d

 Multiplier Thebry, T
h
e

 Quarterly’ Journal o
f
w
n
o
n
o
m
i
c
s
.
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九
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一
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五
七)
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l

l

s

 

.

ぐ'
:
:

て
；'

へ
.

■>
■
、
'■
■:
へ
.

六

ニ

〇

.
:
.

(

一
九
五
八)

,
ン

J

ン
プ
，に
よ
っ
：て
述
べ
ら
れ
I

る

靈

：の
相
繁
び
修
_

因
が
、
す

べ

て

.產
^

.

的
に
變
化
を
蒙
る
も
の
で
ぁ
f

と
は
、
.ヶ
ィ
シ
ズ
自
身Q

說
明
に
よ
.っ
て
旣
に
明
白
な
の
で
、
彦
そ
れ
等
を
個
別
的
に
考
察
す
る 

I

は
な
い
の
セ
I

が
、
'-
.
.
こ

の

と
と
は
マ，ク
ラ
ッ
プ
に
よ
つ
.て
ブ
^
^

.

の
と
し
て
.
.マ
ク
ラ
.ッ
：ブ
：の
說
明
を
簡
單
に
紹
介
し
よ
ぅo 

.

-

. 

.

マ
.ク
ラ
.ッ
フ
.に
よ
れ
ば
今
、

公
#:

事
業
に
お
い
て「

第
ブ
次
投
資」

.が
ぁ
れ
ば
、.
私
的
投
資
は
次
の
四
っ
の
理
由
に
よ
っU

孰
れ
、

.

:
の
方
向
に
影
響
.さ
れ
る
;<
.

:. 

.

.
：
■•
',
/
'

.第

一

は

有

效

霧

S

化
で
I

。
，
公

共

事

業

に
.よ
っ
て
作
ら
れ
る
所
得
の
流
れ
は
、
負
の
投
資(disinvestment)：.

を
容
易
に
す 

.

る
こ
と
に
よ
っ
て
，
私
的
投
資
を
減
少
せ
し
め
得
る
。
公
共
事
業
f

i
の
初
期
の
馨
に
お
い
て

、
.負
の
私
的
投
資
が
公
^

.

伴
し
て
容
县
に
生
じ
得
る
，:
0
：即
ち
各
商
店
は
賣
れ
淺
り
の
.在
庫
品
を
賣
却
し
-
し
か
も
同
時
に
そ
れ
を
補
ふ
と
と
を
し
な
い
。
公
共
事 

業
I

の
次
の
段
階
に
お
い
.て
、
在
庫
品
が
全
部
寶
却
さ
れ
て
し
ま
ふ
と
、
.私
的
投
資
の
.限
界
效
素
增
加
す
る
傾
向
が
現
は
れ
る
。

■ 

消
費
者
の
翟
增
食
す
消
費
財
^

^

|增
;*
;

つv
,

充
1

杧
、
先
づ
勤i

資
’本

J

1

1

S)

に
お
け
.る
投
資
が
i

 

.す
る
。
第
三
の
段
階
に
至
っ
て
‘
耐
久
設
備
.

(
d
i
e

 

e
q
u
i
i
t
v

 

.へ
の
投
資
增
加
が
、
有
效
需
要
の
繼
續
的
增
加
に
よ
っ
て
、

 ̂

戟
さ
t

o
 
.

と
'の
f

乃
橐
三
の
段
階
は
、
所
謂
、
加
速
度
の
原
則(

i

s

 

p

r

l

fし
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
き
ろ
で 

' 

さ
て
'
公
共
事
業
£

.
け
る
梭
資
增
如
が
、
私
的
投
資
に
こ
の
言
な
影
響
を
爲
す
と
す
れ
ば
-
私
的
投
資
が
變
化
し
な
い
と
 

, v
ふ

假

定

は

^
に
第
r

段
階
力
ら
第
二
の
&
階

に

.
至

る

過

渡

斯

間

に

お

い

て

の

み

充

さ
れ
る
。
卽
ち
賣
れ
淺
り
商

品

賫

却

に
よ
る 

.

負
の
投
資
と
、
そ
れ
I

ふ
.在
庫
品
蓄
積
に
.よ
I

資
が
相
互
I

し
く
均
衡
す
I

I

み
充
さ
れ
る
。
4
 

へ
：へ
'

と

が

單
I

I

■

調
整
f

つ

し
.

め
.

る
も
の

.

.

で
な
い
と
い
ふ
考
へ
方
を
す̂

-

な
ら
ば
、.

私
的
投
資
が
變
化
し̂

け
れ
ば
と
い
ふ
假
定
ゅ
正
當
化
さ
れ
る

0

 

.

第
ニ
汰
確
信
狀
態
7 )

變
化
で

-

あ
る

0

1
.

種
の
偏
E '

'
.

が
確
信
狀
態
を
變
化
せ
し
め
、
公
共
事
業
へ

<7
)

'

投
資
の
影

.'
#

を
强
办
た
り
、
或
は 

.

相
殺
し
た
り
す
る
。.「

.

確
信」

と
い
ふ
の
は
、

一.

般
物
價
運
動
、

-,
.

課
税
、
統
制
等
に
つ
い
て
の
豫
想
に
ょ
つ
て
影
響
さ
れ
る
利
潤
叉
は
損 

失
の一

般
的
見
込
に
つ
い
て

.

の
漠
然
た
る
觀
念
の
總
體
で
あ
る
？
公
共
投
資
計
畫
に
伴
ふ
尨
大
な
る
豫
算
や
公
債
の
增
加
は
、
確
信
狀 

態
、
從
つ
て
私
的
投
資
の
，誘
因
に
容
易
に
影
響
し
得
る
。
直
接
差
逍
つ

.

た
.
.ィ
ン
フ
レ

1

シ

*

ン
の
懸
念
は
私
'的
投
資
を
著
し
く
增
加
せ 

し
め
る
，け
れ
ど
も
、

一
方
、.

漠
然
た
る
不
安
は
投
資
の
減
少
に
導
き
：、
公
的
支
出
の
結
果
を
相
殺
す
る
。

-1

'
確
信
し
は
直
接
に
は
資
本
の 

限
界
效
率
に
影
響
す

.

る
が
、
そ
れ
は
貸
手
へ
の

.

影
響
を
通
じ

.

て
利
子
率
に
も
影
響
す
る
。

.

.
第
三
は
生
產
費
の
變
化
で
あ
る
？
第J

次
公
共
投
資
及
び
.派
生
的
消
費
者
需
要
は
、
生
產
要
素
.の
價
格
を
肩
貴
せ
し
め
る
。
生
糜
費 

の
騰
貴
は
投
資
の
眼
界
效
率
を
減
少
せ
し
め
る
。
生
產
費
が
急
連
に
騰
貴
す
る
と
い
ふ
豫
想
は
、
•一
 

時
的
に
私
的
投
資
を
增
加
せ
し
め 

.る
か
も
知
れ
な
い
が
、
生
產
費
騰
貴
の
永
續
的
.結
果
は
、
*
が
に
、
.私
的
投
資
を
減
少
せ
し
め
る
。

.

第
四
は
利
子
率
の
變
化
で
あ
る
？

一
 

方
に
.お
い
て
授
資
增
洳
に
對
す
る
金
融
、づ
け
、
他
方
に
お
い
て
流
動
性
選
擇
に
お
け
る
變
化
は
、 

利
子
率
を
變
化
せ
し
め
ざ
る
を
得
尨
い
0
,
.利
子
率
が
高
ま
れ
ば
、
私
的
投
»;
活
動
_は
制
限
さ
れ
、
利
子
率
が
低
下
す
れ
ば
、
.增
大
さ
れ

る(

8。
.
,

'
;

■

.
'

、 

.

(

®
 

Machlup, ibid. p. ?2-25'

マ
ク
ラ
ッ
プ
に
ょ

.つV

示
さ
れ
，た
こ
れ
ら
要
因
の
.す
べ
て
は
、
公
典
事
業
.へ
：の
投
資
增
加
の
結
果
、
必
然
的
に
變
化
を
受
け
る
も
の 

で
あ
る
。
從
つ
て
こ
れ
ら
諸
要
因
を
變
化
な
き
も
の
と
假
定
す
る
乘
數
理
論
は
、
た
と
へ
'.理
論
的
.に
は
正
し
く
と
も
、
現
實
性
を
有
し
な 

い
も
の
で
あ
る
0'
ケ
イ
ン
ズ
.乘
數
理
論
の
前
提
が
許
す
べ
か
ら
ざ
る
.こ
と
は
素
.都
な
る
貨
幣
數
量
說
が
も
つ
.「

他
の
條
件
に
し
て
變
化 

:

消
钗
性
向
.
乘

數

理

謫

.

•
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六
ニ
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一
九
六
0 

し
な
け
.れ
ば」

：と
v>
ふ
前
提
亦
許
し
..
#
な
い
の
と
亂
じ
で
あ
る
。
素
朴
な
る
數
量
說
は
.

「

貨
幣
數
量
が
一
一
倍
に
な
れ
ば
、.他
の
條
件
て 

し
て
等
(1
.き
限
り
、

ー
般
物
價
水
準
も
ニ
倍
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
( _

と
去
ふ
0
'然
し
«
幣
數
糞
の
增
加
は
、
他
の
條
件
、
例
へ
ば
貨 

幣
の
流
通
速
度
‘.
商
品
取
引
量
、

■

國
民
.の
，
酒

費

狀

態

等

に

必

然

的

.變
化
を
及
す
も
の
で
あ
る
。
か
、
る
諸
條
阼
を
變
化
な
き
も
の
と
假 

定
せ
る
數
量
說
は
確
に
非
現
實
的
で
.あ
.る
o
.か
、
る
數
量
說
は
靜
態
を
說
明
し
-#
.る

_か

も

知

れ

な

い

が
、

動
態
を
霸
し
得
る

も

の

で
 

散
い
。
.ケ
イ
ン
.ズ
の
乘
數
理
論
も
素
朴
な
る
貨
幣
數
量
一
說
が
受
け
て
.來
た
同
じ
非
難
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
うC 

ロ
バ
ー
ト
ソ
シ 

■の
如
.き
は
、
.乘
數
.は
、
變
動
す
る
世
界
の
分
析
に
と
つ
て
素
朴〜

なJ

貨
幣
的』

思
考
武
器
'以
上
の
長
所
を
持
.つ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
疑
は 

し
い
し
と
榭
言
し
て
ゐ
る
遠)

？
.
 

.

.

.

パ

r 

■

’

.

.

ハ
詰 

Robertson, S
p
m
6

 Ndtes o
n

 M
r
,

 Keynes* 

G
e
n
e
r
a
r
T
h
e
o
r
y
.

 of E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
,

 T
h
e

 

Quarterly Journal of Economics, 

V
b
L

 51,1937 p. 175.
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.

.

.

.

.

 

■

-

-

.
 

'
 

.

と〜

で
加
速
度
の
原
測
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
o
.マ
ク
ラ
ッ
プ
も
指
摘
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
乘
數
浬
%
はS

速
度 

の
.原
則
の
.作
用
を
と
り
入
れ
て
ゐ
な
い
o
然
る
に
.公
共
事
業
に
お
け
.る
投
資
增
加
，は
.
消
費
財
產
業
部
門
に
お
け
る
運
轉
資
本
ベ
の
投 

'寶
を
增
加
せ
し
め
、
次
い
で
資
本
財
へ
の
投
資
を
刺
戟
ず
'る
。
こ
の
點
は
多
く
の
學
者
に
ょ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
凑
で
あ
る
。 

例
へ
ば
V 

ロ
パ

I

f

ソ
ン
の
如
き
も
、
ケ
イ
ン
ズ
は
、
投
資
の
第
一
.次
過
程
に
ょ
づ
て
惹
起
さ
れ
る
消
費
財
產
產
業
部
門
に
お
け
る
第 

二
次
的
雇
傭
にP

み
關
聯
し
■ »

消
費
財
產
業
に
お
げ
る
雇
傭
增
加
が
投
資
財
產
業
に
影
響
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
ゐ
な
い
が
、
こ
の
考 

慮
..こ
そ
は
景
氣
循
環
の
說
.明
に
.必
要
で
あ
る
と
^
ふ
へ
註
.1
レ
0.
.
.グ
レ
.イ
ダ
ナ
X
. .(

T
. 

G
r
e
i
d
a
m
i
s

ン

1
ゲ
イ
ン
ズ
の
乘
數
理
論
か
ら 

す
れ
ば
：消
費
さ
れ
ず
し
て
.貯
蓄
さ
れ
る
所
得
の
部
分
が
、
何
等
'の
雇
傭
に
も
導
き
得
な
い
も

•

の
と
し
て
、
單
純
に
除
外
さ
れ
て
ゐ
る

. 

や
う
に
思
は
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、
貯
蓄
，さ
れ
た
額
が
新
資
本
に
按
資
さ
れ
る
と
す
れ
ば 

>
‘そ
れ
は
最
初
の
公

共

事

業

と

同

じ

職

能

を

.

0

泉
す
で
あ
ら
う
。
か
く
し
.て

そ

れ

だ

け

で
も
、
■雇
傭
の
倍
數
的
堦
加

.
の基
礎
を
形
成
す
る
で
'あ
ら
う
ひ
ケ
ィ
ン
ズ
が
、

.
f

■
初
の
投
資
に 

.

^
げ

る

雇

傭

の

倍

數

的

擴

張

|:
'

栽

礎

づけ
な
が

.

ら
、
し
か
も
結
局
.
他
の
投
資
を
、
.雇
傭
の
よ
り
以
上
，の
增
加
に
全
く
價
値
な
き
も
の 

と
し
<
無
視
せ
る
ヒ
と
は
、
'ケ
ィ
ン」

ス
議
論
の
大
な
る
矛
盾
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
，
上
昇
適
動
は
..，公
共
事
業
に
お
.け
る
投
資
に
よ
つ 

て
出
發
さ
れ
る
：

b

れ
ゼ
も
後
の
•場
合
に
お
け
る
投
資
が
へ
活
動
の
量
に
影
響
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
各
る」
と
一K

ふ

f
i
”
o?o 

高
田
保
馬
博
士
も
次
の
如
く
云
は
れ
る
。
-1
ケ
ィ
ン
ズ
の
乘
數
理
論
の
中
に
は
、所
謂
派
生
的
荩
る
投
資
は
考
へ
.ら
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ 

は
ケ
ィ
ン
ズ
が
短
期
を
問
題
に
す
る
が
ゆ
袅
と
い
.ふ
名
義
を
以
て
1す
る
と
、

一
應
表
面
的
に
は
此
困
難
か
ら
免
れ
得
る
か
^
見
え
る
。 

け
れ
ど
も
ま
づ
、
そ
れ
.で
は
投
資
又
は
其
他
の
刺
激
か
.ら
結
果
す
る
と
と
ろ
の
所
得
增
加
分
を
明
.に
し
.よ
.う
と
す
る
と
き
.
乘
數
琿
論 

を
著
し
く
不
充
分
の
も
の
、
現
實
か
ら
の
距
離
あ
ま
り
に
遠
き
も
の
た
ら
し
め
る」

と
£

3

〕

。

(

誰
1〕

Robertson, ibid., 

s
. 

3
.
5
. 

.

.

.

(

载
幺)

o
»-
ln»
p:
p3
d
«
H
v
e 

development of Keynes) 

E
c
o
n
o
m
i
c

 Theories, 19i39, 

P.28.

.
@
3

)

.高
田
保
馬
博
士「

乘
數
の
問
題」

，

(

經
濟
論
叢
第
五
十
卷
第
四
號〕J

ー，頁

， 

:

中
山
併
知
郞
博
士
も
同
樣
の
主
旨
を
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
1
發
展
過
程
，の
均
衡
分
析」

(

三
〇
九
丨
三一

0

頁)

。

ヒ
の
や
.う
に
、
.加
速
度
の
.原
則
は
乘
數
の
實
際
的
結
果
を
得
る
爲
に
は
、
■絕
對
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
サ
ムH

ル 

ゾ
ン(

P
a
u
l

 

A
.

 

s
a
j
u
e
l
s
o
n
)

は
伽
.速
度
の
.原
則
と
乘
數
理
論
の
綜
合
を
企
圖
し
、
兩
者
の
關
係
に
よ
つ
て
經
濟
現
象
を
分
析
し
よ
う 

と
し
て
ゐ
る(

部
0
0
か
く
の
如
き
企
圖
は
、
ケ
ィ
ン
ズ
乘
數
理
論
の
進
む
ベ
.き
道
を
示
し
て
ゐ
■る
や
う
に
思
は
れ
る
。

へ
訪 

P. A
.

.
 Samuelson, 

A

 Synthesis o
f

^
fl
>p

&
o
i
p
l
e

 .pf Acceleration -and 

.the 

Multiplier, 

T
h
e

 

Journal: of 

.political

• 

•
 

. 

V

E
c

o.nomy, Vol. X
L
V
H
,

 

Dec. 1939, 

pp. 786.797,
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^
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.
乘
數
理
論
は
.
*

1

.產
業
部
門
に4

け
る
投
資
增
加
が
全
雇
傭
に
如
何
、程
の
影
響
'ど
及
す
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
•る
。

.

乘
數
理
論
が
取
扱
は
う
と
す
る
問
題
は
、
第
一
次
的
雇
傭
と
第
，ニ
次
的
雇
傭
，の
動
態
的
關
係
で
ト
っ
て
、
•靜
態
的
關
係
で
は
な
い
。
從 

つ
て
そ
れ
は
動
態
分
析
武
器
と
し
て
適
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬo

,

然
し
と
れ
に
關
し
て
は
可
成
の
疑
問
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
如
く 

.乘
數
理
論
は
.
第
一
次
雇
傭
增
加
に
よ
っ
て
必
然
的
，に
變
化
.を
蒙
る
ベ
^
諸
要
因
を
變
化
な
ぎ
も
の
と
假
定
し
な 

け
れ
ば
成
立
し
た
V
。
こ
の
こ
と
自
體
、
旣
に
、
.乘
數
理
論
が
動
態
現
象
の
考
察
に
充
分
で
な
い
と
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
然
し
と
の
外 

.
に
尙
、
乘
數
理
論
の
靜
態
的
性
格
を
語
る
ニ
'
三
の
理
由
が
あ
る
。

.

■

_

こ
れ
ら
理
由
の
1
っ

は

、
.
第

一

次

雇

傭

の

增

'̂

が
總
雇
修
に
そ
の
佥
影
響
を
及
す
.に
は
、
多
く
の
場
合
、

|

定

の「

時
の
遲
れ」 

(
t
i
m
?
I
a
g
)

を
必
要
と
す
ふ
こ
と
で
あ

る

。

資
本
1
產
業
に
起
っ
た
投
資
增
加
が
完
全
に
豫
想
せ
ら
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
消
費
財
產
業

.

•
to
お
け
る
投
资
は
之
と
步
賙
を
合
せ
て
*%
加
ず
る
で
.あ
ら
う
か
：^
乘
激
理
論
は
：、
前
述
の
諸
前
提
を
設
け
る
限
り
、
そ
れ
史
\
適
用 

.さ
れ
る
0
然
し
な
'が
ら
資
本
財
產
業
に
お
.け
る
投
資
增
加
が
充
分
忙
豫
想
さ
.れ
な
い
場
合
が
現
實
に
は
多
い
0
と
の
場
合
、
第
二
次
投

.
 

'

資
增
加
は
ー.1

定
期
間
を
置
い
，て
、
卽
ち「

時
の
遲
れ」

を
以
っ
て
、
秘
め
て
そ
の
.全
影
響
を
總
雇
傭
に
及
す
の
で
あ
る
。
從
っ
て
一
定 

期
間
經
過
後
に
お
い
て
は
.、
乘
數
理
論
ば
適
用
さ
れ
る
け
れ
ど
も
，
キ
の
期
間
が
：經
過
す
る
ま
で
は
適
用
さ
れ
な
い
と
と
'
な
る
。
ヶ 

ィ
シ
ズ
：に
よ
れ
ば
、
..

「

乘
數
の
論
理
は
、
時
の
遲
れ
%■
な
ぐ
總
て
の
時
に
繼
續
的
に
妥
當
す
る」

も
の
で
あ
る
が
S

X

か
く
の
如
き
乘 

數
の
論
理
が
適
用
さ
'れ
.な
い 

一
--
^
期
‘間
が
動
態
に
お
い
て
存
し
得
る
の
；で
あ
C

然
ら
ば
乘
數
の
論
理
と
、
時
の
遲
れ
を
以
っ
て
漸
次

.的
に
影
響
を
及
す
資
本
：財
產
業
の
擴
張
と
は
如
何
な
る
蘭
保
に
あ
る
か
。
ケ
ィ
シ
ズ
は
次
の
や
う
に
說
明
す
る
0

.

.

-'C.

註)
Keykes, . General Theory, p

'
1
2
2
.

'.'.'

.

_
.■.へ

S
S
B
-

資
本
財
糜
業
to
お
け
る
雇
傭
の
擴
張
が
金
く
豫
想
さ
れ
ず
、
.從
つ
て
最
初
、
消
費
財
の
生
產
額
に
何
等
の
，增
加
を
見
な
い
や
ぅ
な
極 

端
な
場
合
を
考
ぺ
ヘ
る
。
こ
の
場
合
丨
資
本
財
產
業
に
新
た
に
雇
傭
さ
れ
た
人
人
は
j
彼
等
の
增
加
し
た
所
得
の
ニ
部
を
消
費
し
ょ
ぅ
と 

す
る
か
ら
.、
消
費
財
の
債
格
は
騰
貴
す
る
。
と
の
價
格
騰
貴
は
、
或
は
消
費
を
延
期
，叱
し
め
、
或
は
利
潤
增
加
を
通
じ
て
貯
蓄
階
級
に 

.有
利
な
所
得
の
再
分
配
を
齎
ら
し
、
或
は
在
庫
品
を
減
少
せ
し
め
て
•

需
要
と
供
給
の
間
に
は」

時
間
均
衡
が
齎
ら
さ
れ
る
。
こ
の
均 

衡
が
消
費
の
延
期
に
ょ
つ
て
齎
ら
さ
れ
る
限
り
、.
限
界消

*
:

性
向
、卽
ち
乘
數
は
一
時
的
に
減
少
す
るo

又
在
庫
品
が
減
少
す
る
限
り
、
 

總
投
資
め
增
加
は
、1

時
的
に
ば
、
'資
本
財
產
業
の
投
資
增
加
に
達
し
な
い
。
然
し
時
が
經
過
す
る
と
共
に
-
消
費
財
座
業
は
自
ら
新 

需
要
.に
適
應
し
、
延
期
さ
れ
た
消
費
は
享
受
さ
れ
、
限
界
消
費
性
向
は
.一

時
、
そ
の
正
常
水
準
以
上
に
高
ま
り
、
以
前
そ
れ
が
そ
の
水 

準
以
下
に
俾
下
し
た
大
い
さ
を
補
ひ
-
.遂
に
そ
の
正
常
水
準
に
復
歸
す
る
に
S
る
。.一

方
莅
庫
品
も 

一•時
、
.資
本
財
產
業
の
投
資
增
加
.
 

ょ
り
も
大
と
な
り
"
や
が
て
以
前
の
大
い
さ
に
囘
復
す
る(

註
、

(

註)

.Keynes, ibid., pp. 123.4, 

* 

. 

、

-

か
く
の
如
く
豫
想
名
れ
ざ
る
變
化
は
、
：一
定
期
間
を
經
て
初
め
て
.雇
傭
に
そ
の
‘全
影
響
を
及
ず
も
の
で
.あ
る
。
然
し
、
ケ
ィ
ン
ズ
は 

「

と
の
こ
と
は
、
乘
數
理
論
.の
重
要
性
に
.何
等
の
.影
響
を
及
す
も
の
で
は
な
い
o
'又
乘
數
を
、
資
本
財
產
業
の
擴
張
か
ら
豫
想
さ
る
べ
き
.
 

雇
傭
增
加
の
指
檩
と
し
て
不
適
當
た
ら
し
め
る
も
の
で
な
い」

と
袞
ふ
0
.更

に「

消
費
財
產
業
が
旣
に
殆
ん
ど
そ
の
全
能
力
で
働
き

、

. 

從
つ
て
、
.坐
產
髙
を
%
加
せ
し
め
る
た
め
に
は
-
現
存
設
備
の
一
曆
集
約
的
使
用
の
み
な
ら
屮
、
設
備
の
.獷
張
を
も
必
要
と
す
I
場
合 

を
除
い
て
、
消
費
to
靡
業
に
お
け
る
雇
傭
が
、
正
常
値
に
.近
い
乘
數
を
以
.つ
.て
、資
本
財
產
業
の
雇
傭
と
步
調
を
揃
へ
て
進
む
ま
で
に
、
 

長
い
■

が
經
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
想
定
す
る
理
由
は
な
い」

と
沄
ふ
の
で
あ
る
へ
註
然
し
乘
數
理
論
は
、
.第
一
.
次

投

資

會

加
が
全
面
的
に
影
響
を
爲
し
た
窮
局
め
狀
態
*
卽
ち一.

種
の
均
衡
狀
態
に
.知
い
て
め
み
.妥
當
し
、
そ
の
影
響
が
完
全
に
行
き
盡
さ
な
い

.
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.
 

過
废
期
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
な
い
と
沄
ふ
意
味
に
お
W
て
、
.
■•
?
:れ
は
靜
態
的
姓
格
を
帶
び
て
ゐ
る
と1

K

は
ね
ば
な
ら
ぬ(

if
e
s
o
oか 

>

る
事
愉
は
*
ロ
バ
1.
ト
ソ
デ
の
表
に
ょ
つ
て
最
も
ょ
く
承
さ
れ
て
ゐ
る
£

3)

,°
•
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w Keynes, ibid., pp. 

124.5.
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註
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电
山
饼
知
郞
博
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前
揭
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三
〇
五
丨
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^
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び
高
田
保
馬
博
士「

新
利
子
論
研
究」

ー
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六
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右
表
ぼ
、
役
®

*
限
採
消
费
性
昀
'
'
從
つ
で
限
取
貯
蓄
性
向1

丨q

な
る
と
き
、
總
所
得
は
如
何
程
に
壻
加
す
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
* 

先
づ
N
量
の
新
貨
激
創
造
に
ょ
つ
て
，
N
量
の
投
資
.が
新
た
に
發
生
し
た
と
す
る
。
投
資
は
各
期
間
を
通
じ
て
；5
.に
濰
持
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
 

..而
し
て
こ
の
期
間
は

.

所
得
の 

一■囘
轉
に
要
す
る
長
さ
と
す
る
？
第
'一
.の
期
間
に

.

お
い

.

て
、

■處
分
し
得
べ
き
既
得
it
、
，
.前
期
に
受
驭
、b
れ
た
總
所
.

.

得
に
等
し
い
か
ら
、.

そ
れ
は
蚵
で
あ
る
。
貯
蓄
性
向
は
假
定
に
よ
り
、

I

I

ぬ
で
あ
る
か
ら
、
處
分
し
得
べ
き
所
得
中
、
貯
蓄
さ
れ
る
額
は 

(
1

丨
6

N

:

で
あ
る
。
投
资
を
：2

:
.

に
維
持
す
る
爲
に
は
、
こ
の
貯
# -

額
の
外
に

2

|

(

1

|

6

2

=

^

^

な
.

る
新
貨
幣
が
創
造
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

而
し
て
其
期
間
に
受
取
ら
れ
た
總
所
得
は
、
そ
の
期
間
に
ー
お
け
る
役
資
へ
の
支
出
と
消
费
へ
め
支
出
の
和
に
等
し
い
。
投
資
へ
の
支
出
は

N

で 

あ
り
、
消
費
へ
の
茭
出
は
處
分
し
得
べ
き
所
得
か
ら
貯
蓄
を
控
除
せ
る
も
の
、
即
ち

.

N
l

a

丨q
)

N

 

=

 q
N

で

あ

る

か

ら.'
受

取

ら

れ

た

總

所 

得

は

N
+

N
—

a

丨6
N

 =

 

a

 +

 q
:、 N

と
な
る

0

而
し
て
該
期
間
の
始
め
に
お
け
る
貨
幣
量
は
：2

:

で
あ
る
か
ら
、
所
得
の
囘
轉
淨
は
.ー
で 

あ
る
。.

第
二
の
期
間
に
お
い
て
、

.

處
分
し
得
べ
き
所
得
は
、

第
ー
期
に
受
取
ら
れ
た
總
所
得
、
‘
c

u

e

N

で
あ
り
、

そ
の
中
、
貯
蓄
は 

.
(

u
q

x
l

-
q

)
N

n
c

丨
&

N

で
あ
る
。而
し
て
粉
資
を̂

に
維
持
す
る
爲
に
は
艺
丨(

1

丨
5

2

=

<

1

这
の
新
貨
幣
が
創
造
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

0 

又
受
取
ら
れ
た
總
所
得
はn

十〔

a

+

e

N

丨(

1
丨
吃̂

〕

=

(

1+

ぬ+

&

艺
と
な
る
。
第
三
期
に
お
い
て
も
同
じ
く
、
處
分
し
得
べ
き
所
得
は 

(
l

 

+

 

q
+

S
N
、

そ
の
中
貯
蓄
は(

l 

+
 

q

+

5

a

-

e

=

(

T

s -
N

、
新
創
造
貨
幣

.

.

c
f

N
、

總
所
得

(

l

- f
q

+

* 9
,

+

S

N

と
な
る
。
か
く
し 

て
期
間
を
無
限
て
に
近
づ
け
し
め
る
と
ノ
處
分
し
得
べ
き
所
得
は 

と
な
り〔

. *

. ̂

3

,

貯
蓄
は̂

T
x

(
l

丨
6

U

N

と
な
る
.0
か
く

し
て
貯
蓄
と
投
資
は
均
等
と
な
る
。
而
し
て
投
資
以
.を
維
持
す
る
爲
に
，は
、
貯
蓄
N
に
て
充
分
で
.あ
.り
、
最
早
新
貨
幣
の
創
造
を
必
要
と
し
な 

、

0

, 

I 

: 

•

.こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
限
界
消
費
性
闶
は
q
で
あ
る
か
ら
、
乘
數
は
}

で
，あ
る
が
•
.こ
の
乘
數
が
實
現
さ
れ
る
の
は
、
r
期
に
お
い 

て
^
あ
つ
て
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
'は
限
界
消
費
性
向
に
相
應
し
な
い
と
と
.ろ
.の
乘
數
が
作
用
す
る
。
し
か
も
*
1期
は
、 

新
貨
幣
創
造
に
よ
る
投
資
增
加
の
影
響
が
全
面
的
に
行
き
盡
し
.た
均
衡
點
で
あ
る
。
從
つ
て
乘
數
理
論
は
、
均
衡
點
.に
お
い
て
の
み
妥 

當
す
るXJ

と
-
な̂
る
。
.
 

-
,

1,

乘
數
理
論
の
.靜

態

性

は

.
、

シ
•,
,
»ゥ
に
よ
つ
て
も
明
瞭
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
.ケ
ィ
ン
ズ
は
、
た
^1

囘
限
り
の
投
資
を 

問
題
に
し
た
か
の
か
、
繼
續
的
投
資
を
問
題
に
し
.た
の
か
'
卽
ち
一
定
期
間
に
苴
が
總
所
得
を
㈣
罾
に
し
た
の
か
、
.所
得
め
繼
續
的
增

f 

I
 

- 

r

消
費
他
向
.

w

乘
數
理
.繭
.
\ 

-

.

六
ニ
：七

(
1

九
六
五〕



t 

m

敬
s
 

六

二

八

a

九
六
六) 

.加
分
を
問
題
.に
し
た
の
か
.、
明
ら
か
で
な
い
0
假
め
に
、
前
衰
の
場
合
.が
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
と
せ
ば
、
乘
數
は
次
の
如
き
動
態
.的
形

' 

.

式

で

蕾

さ

れ
.
令
'

.:
;

'

• 

- 

' 

y 

.

.

.

:.
v

'

^ :
■

'

 

|

。

|

-

|

 

メ

錄

2: 

0 

’ 

9

0

9

0

, 

90 

90 

40 

f
 

10/19 

£

M 

0 

.50: 
..5

.°
'
.
5,c
>ゾ
.

..

■§
.
.
§

.14/24 

.1.0/24. 

.2:4

4 

0 

0 

0 

0 

0

、 

0

;
右
表
に
お
い
て
、
各
期
間
は
所
得
.の
受
取
0
と
同
時
に
：終
り
*
次
の
期
間
は
そ
の
受
取
り
に
續
い
て
腐
ち
に
始
る
0
所
得
は
琪
後
^
-
,0
|)

..

.の
':貯
蓄
投
資
が
等
し
.く
な
る
中
ぅ
に
定
办
.ら
れ
る
。‘負

の

貯

蓄

は

前

'
期

の

所

得

か

ら

今

期

に

お

い

て

支

出

さ

れ

る

額

で

あ

る

'
消

費

は

云
ふ
ま 

で
も
な 

<消
費
に
支
出
さ
れ
る
'額
で
あ
^0
事
前
0
3
^
1
1{?|
;
}ゆ
貯
蓄
は
、
今
溯

.

の
所
得
め
中
で
、.

次
期
の
消
費
財
_
入
に
當
て
ら
れ
な
い
部 

:

分
で
あ
る
。
消
費
性
向
は
一
か
ち
貯
蓄
性
向
を
控
除
せ
る
も
の

.

で
あ
る

0

,

1貯
蓄
性
向
は
、
'期
間
の
終
り
に
至
る
ま
で
の
琪
後
の
純
貯
蓄(

事
後 

の
總
貯
蓄
か
ら
總
消
费
を
控
除
せ
る
も
の)

と
，1總
所
得
の
率
で
あ
る
。
最
後
に
^
數
は
貯
蓄
他
向
の
逆
數
で
あ
る
。

■
今
第】

期
に

1

〇
〇
の
純
投
資
が
あ
れ
ば
*
一

 

〇
〇
の
所
得
を
坐
ず
る

0

そ
の
期
間
は
所
得
の
受
取
り
と
同
時
に
終
了
す
る
か
ら
、
負
の
貯 

,

蓄
と
消
費
は
零
で
：
事
後
の
貯
蓄
は
純
投
資
に
等
し
く
な
ら
お
ば
な
ら
ぬ
。
其
期
の
終
り
に
、
所
得
令I領
者
は
、
其
期
の
所
傳
の
十
分
の
一
を 

第
二
期
の
消
截
に
支
出
し
ま
い
と
決
心
す
る
。.

'

從
つ
て
第
二

.

期
に
お

V

て
は
九

Q

が
負
の
貯
蓄
と
な
つ
て
同
最
の
消
費
財
に
支
出
さ
れ
、
こ
の 

.

. 

こ
と
は
''

消
觀
脉
の
ス
ト
ッ
ク
に
お
け
る
負
：の
股
資
を
必
要
な
ら

.

し
め
る
。
そ
れ
故
に

•

第
二
期
に
お
い
て
純
投
資
を
導
に
保
つ
に
は
、

W

投 

,

資

が

：必

要

で

あ

つ

，て
、

.

こ
の
再
役
資
は
消
費
べ
の
茭
出
に
等
し
い
と
こ
ろ
の
新
所
得
九

0

を
創
り
出
ず

0

新
所
裸
が
受
取
ら
れ
た
時
に
其
期
間 

，
は
終
る 

o

.

,
 

':

.

.. 

:

y

-

V

 :
-
: 

■ 

. 

*

,

.若
し
、
ケ
イ
ン
ズ
が
こ
の
や
ぅ
な
動
態
的
形
试
! :
•

想
定
し
た
と
す
；
な
ら
ば
、
所
得
增
加
の
眼
界
點
5:
,限
る
も
の
は
何
で
あ

る

か

を
 

■示
す
義
務
が
あ
る
と
1
シ

*

ゥ
は
茇
ふ
。
.こ
れ
に
關
す
る
ケ
，イ
ン
ズ
.の
說
.明
に
はu

つ
あ
る
。

t

は
、
消
費
性
向
が
そ
の
芷
常
水
準
ま 

ゾ
で
高
ま
.つ
た
時
に
、
乘
數
は
滿
期
に
達
す
る
七
い
ふ
說
で
あ
る
6

1〕

0.
.然
し
、
'.こ
，れ
は
ジ
.ョ
ウ
に
よ
る
と
、「
そ
れ
が
滿
期
に
■
す 

る
時
に
そ
れ
は
.滿
期
に
達
す
る」

と
い
ふ
、
同
義
反
覆
に
過
ぎ
な
い
。
.第
二
の
說
明
は
.
'負
の
投
資
に
よ
る
投
資
減
少
■が
補
は
れ
て
、
 

最
初
の
投
資
水
'準
が
得
ら
れ
た
時
に
、
所
得
增
加
は
停
止
す
る
と
苯
ふ
の
で
あ
る
が
'註
5

、

シ
.
ョ
ゥ
に
よ
か
ば
、
右
の
表
か
ら
明
ら 

.か
な
.る
如
く
1
純
投
資
が
回
復
せ
ら
れ
た
後
•
尙
し
ば
ら
く
の
間
.、
所
得
は
增
加
し
續
け
る
0
然
ら
ば
所
得
增
加
は
何
に
よ
つ
て
限
界 

を
劃
さ
れ
る
か
0
シ*

ゥ
は
、
オ
ー
リ
ン(

o
v
l
i
n
〕

に
從
つ
て
、
事
前
の
貯
蓄
が
與
へ
ら
れ
た
事
前
の
投
資
に
等
し
く
な
る
ま
で
、
所 

得
、
從
つ
て
乘
數
は
增
加
し
散
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ(

誅
3)

0
、，而
し
て
か
X
る
事
實
を
認
め
な
い
ケ
イ
ン
ズ
の
方
法
は
、
動
態
的
形 

.

式
を
拒
否
す
^-
も

の

で

あ

る

と

(

註
4)

0

(

註
i
 

®
2)

.
 Keynes, General, Theory, 

p. 1
2
4
, 

■
 
•

- 

' 

一
 

i

f

i

i
ホ
ゥ
ト
レ•イ
も
之
と
同
じ
解
釋
を
な
す
。
郞
ち「

所
得
の
擴
張
は
，
積
極
的(ac

甘<e
y

投
資
を
相
殺
す
る
に
充
分
な
る
貯
蓄
が
组
ず
る 

に
至
る
ま
で
•
前
進
的
に
繼
績
す
る
し
と
。
彼
は
か
く
の
如
く
解
釋
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
ケ
イ
ン
ズ
乘
數
理
論
を
正
當
化
し
よ
ぅ
と
し
て
ゐ
る
。 

(R. 

o
. E^wtrey, 

Capital 

a
n
d

 e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
,

 

1939, 

p. 

1
8
P
)

:

 

.
■:
.
 

.

(

註
4) 

E. s. S
h
a
w
,

 A

 Note o
n

 the Multiplier, 

T
h
e

 R
e
v
i
e
w

 of 

E
c
o
n
o
m
i
c

 Studies, Vol.VI. 

Oct. 

1938, pp. 6Q-62.

M
に
、
.ケ
イ
ン
ズ
に
，よ
れ
ば
、
乘
數
は
、
.
.あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
お
い
て
、
所
得
受
領
者
が
^
す
と
こ
ろ
の
消
費
支
出
と
貯
蓄
と
の
熟
慮 

的
選
擇
：に
つ
ヤ
決
せ
ら
れ
る
の

.で
あ
る
が
、
.
シ
ョ
ウ
は
之
を
否
婼
す
る
0
蓋
し
右
表
に
よ
れ
ば
、
乘
數
の
最
終
價
値
-
ニ 

•
四
の
み

が
か
く
し
.て
決
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
か
，ら
'で
あ
る
o
.
m一
期
に
お
い
て
乘
1C
が

~
で
あ
.る
の
は
，
M-
#
愛
^

#
が
支
出
す
ベ
き
_
を
，

. 

, 

' 

-

拊
赀
性
问
迖
乘
数
理
論
-.
,
,
, 

■
六H

九

.

.
ハ
ー
九
六
七)



消
I

向
ぜ
乘
.数理

論
. 

' 

•

六
三
〇

(一

九
六
八)

.持
つ
.前
に
其
期
間
が
終
る
爲
で
あ
つ
て
、
.支
出
し
ま
い
と
決
心
し
た
爲
で
は
な
い
。
而
し
，て
第
ニ
の
期
間
に
お
.い

て

.、
_
乘

數

が

髙

い

の

は
、
^
た
る
時
の
：經
過
と
、
.所
得
に
對
す
る
自
發
的
貯
蓄
の
.比
率
の
變
化
の
故
で
：あ
る
と(

註〕

。

. 

- 

.

一註 

S
h

a
w

,

 

i

b

i

d

'
t j
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尸

か
く
の
如
き
理
由
に
基
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
の
乘
數
理
論
は
第
一
型
の
動
態
的
形
式
に
あ
て
は
め
て
考
ペ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
換
言

す
れ
ず
、
た
^1

囘
限
り
の
投
資
及
.びI

定
期
間
に
亙
る
總
所
得
を
問
題
に
し
た
動
態
的
形
式
は
、乘
數
理
論
の
例
證
に
適
當
で
な
い
®

•

 

, 

- 

. 

- 

■ 

• 

'

そ
れ
故
に
、
ケ
イ
シ
.ズ
に
あ
.つ
て
は
、
第
二
の
場
合
、
卽
ち
投
資
及
び
所
得
の
繼
續
的
增
加
分
が
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
と
看
做
さ
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
'の
場
合
.の
形
式
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

.
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こ
の
型
は
単
に 

>
 

第
一
型
を
一
期
間
の
遲
れ
を
以
づ
て
次
々
忆
重
ね
た
ブ
聯
の
形
式
と
し
て̂

做
さ
れ
る
。
第
.一
期
に
お
け
る
純
投
資
が
其 

後
の
期
間
に
お
い

.

て
も

-

持
さ
れ
て
ゐ
る
。

.

'

:

_

こ
の
'形
式
は
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
表
と
.ほ
^
同
樣
で
あ
る
。
シ
ョ
ウ
は
次
の
や
ぅ
に
云
ふ
。
’

「

敎
へ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
所
得
の
處
分 

'に
對
す
る
決
意
を
反
映
す
る
率
と
し
て
の
、
.ケ
イ
、シ
ズ
の
.『

乘
數
の
.論
理』

.

.は
、
靜
的
狀
態
に
お
い
て
の
み
、T

時
の
遲
れ
も
な
く
、
'
 

あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
繼
續
的
に
妥
當
す
る』

。

投
資
率
が
安
定
せ
る
高
地
へ(Stabl

-Qp
p
t
e
a
t
o
.

に
落
着
き
、

及
び
所
得
の
流
れ
’の
率
.

0

 

0

 

.
 

?
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■
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i
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™
l
i
m
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i
i
n
l
™
i
w
™
n
l
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l
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1
舊 I
g
lln
ll 

謹
隱
謹
醫
晷
屋 |

|
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疆||

璗
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\

.が
變
化
し
&
く
.な
：る
ま
で
、
ケ
イ
'ン
ズ
.流
の
乘
數
ば
泥
定
し
'な
W
。
理
論
は
：均
衡
經
濟
攀
た
®
す
る
。
そ
の
率
は
、
利
潤
が
J£
常
で
、 

豫
想
ベ
の
あ
ら
ゆ
る
衝
動
が
■完
全
に
吸
.收
さ
れ
た
時
に
存
す
る
相
互
'關
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
若
し
ケ
イ
ン
ズ
が
第
二
.の
型
を
確 

認
し
、
且
っ
彼
の
理
論
が
靜
的
で
：あ
る
こ
と
.を
容
属
す
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
龆
梁
が
生
ず
る
か
。
先
づ
彼
は
、
信
用
循
環
叉
は
景
氣 

循
環
そ
の
も
の
、
說
明
に
V
.彼
の
乘
数
を
用
ひ
ょ
う
と
す
る
企
圖
を
斷
念
す
べ
き
で
.あ

る

：

'
.

」

と
0

6)

，

.
 

.
， 

'
 

@

) 

S
h
a
w
v

 

i
b
i
d
'
s
.
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.3
. 

.

こ

.

.

こ
の
や
う
に
、
ケ
イ
ン
ズ
の
乘
数
理
論
は
均
衡
狀
應
に
お
い
て
の
み
妥
當
す
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
っ
た
。
然
し
こ
>
に
注
意
し
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
と
と
.が
あ
る
。
そ
れ
.は
こ
の
場
合
.，の
均
衡
狀
態
は
，
從
來
の
靜
態
論
の
對
象
と
な
っ
た
唯
一
可
能
な
る
安
淀
的
均
衡
で
は 

な
く
、
發
展
過
程
に
お
け
る
不
安
定
的
均
衡
で
あ
る
と
W

ふ
こ
，と
で
あ
る
。
ア
モ
ン
が
云
ふ
や
う
に
、「

ケ
イ
ン
ズ
に
あ
っ
て
は
'從
來 

の
理
論
が
支
.配
.せ
ら
れ
て
ゐ
た
完
全
雇
傭
.に
お
け
.る
难
ー
可
能
な
る
均
衡
の
觀
念
を
越
え
.て
行
き
、
種
々
な
る
均
衡
水
準
の
可
能
性
、■ 

從
っ
て
過
少
雇
撖
の
も
と
に
お
け
る
均
衡
の
可
能
性
I

否
寧
ろ
そ
の
必
然
性_

-

が
主
張
せ
.ら
机
、
且
っ
證
明
し
ょ
う
と
企
圖
せ
ら 

れ
て
ゐ
レ
の
で
あ
る
J
S
1
.

)

。
'ケ
イ
ン
ズ
の
ニ
般
理
論」

が「

經
濟
表」

と「

國
富
論」

に
次
い
で
經
濟
學
發
展
に
お
け
る
第
三
1

標
と 

し
て
認
め
ら
れ
る
所
以
は
.こ
に
あ
る
。
而
し
て

.不
完
全
雇
傭
の
も
と
に
.お
い
て
種
々
.な
る
均
衡
於
成
立
し
得
る
過
程
は
、
こ

の
^

■ 

理
論
の
中
に
發
見
さ
れ
る
。.
U

Y

S

U

t

l
か
ら
明
ら
か
な
る
如
'
 .

1

定
の
消
費
性
向
と一

定
置
の
投
資
の
增
加
分
に
.つ
い
て
一
っ 

.

の
一
寺
的
均
衡
が
成
立
し
、
こ
の
均
衡
は
、
.消
費
性
向
及
び
投
資
量
の
變
化
に
<>
.れ
て
、
他
の
水
準
へ
.と
移
動
す
る
0
乘
數
理
論
が
適 

用
さ
れ
る
の
は
、
.か
、
る
發
股
を
含
む
ー
.時
的
、
不
安
定
的
均
衡
に
お
い
て
で
あ
る(

能
2)

0

乘
數
理
論
は
こ
の
均
衡
か
ら
均
衡
へ
の 

推
移
期
間
を
說
明
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
均
衡
が
從
來
の
安
定
的
靜
的
均
衡
で
な
く
、
不
安
定
的
均
衡
で
あ
る
と
云
ふ
意
味

.

.に
お
い
す
、
ケ
イ
ン
ズ
•の
理
論
は
從
來
の
靜
態
理
論
と
同
一
.の
も
.の
で
な
い
.。
乘
數
玴
論
が
靜
態
に
お
い
て
の
み
妥
當
す
る
と
い
ふ
非

•
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難
が
あ
る
に
-%

拘
ら
ず
、
.
尙
ヶ
.
ィ
.
、\
ズ
理
論
が
高
<

評
價
さ
れ
て
.
ゐ
る
の
ば
、
か
'\
'

る
理
由
に
基
く
，の
で
あ
る

0 
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(

註
2)

高
田
保
馬
博
士 

•'前
掲
書」

一
0
八
頁
及
び
霞
.

一

氏「

發
展
を
含
む
經
濟
均
衡
の
性
質J

(

一
 
橋
論
叢
第
五
卷
證
號)

參
照
。

.:.

乘

數

璉

論

ヵ

靜

態

的

で

.あ
る
も
ぅ一

つ
の
理
由
は
ゝ
そ
れ
が
事
前
め
^
察
で
は
な
く
し
て
プ
事
後
の
考
察
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

:訢
述
し
た
や
ぅ
に
、
乘
數
は
'均
衡
が
'^
-
せ
ら
れ
て
初
めH

實
現
せ
ら
れ
.る
？
從
つ
て
投
資
增
加
が
總
所
得
の
上
に
そ
の
完
全
な
る
影 

響
.を
及
：す

に

は

.，ー
定
の
_
節
期
鮮
と
も
い
.ふ
べ
き
も
.の
が
鐘
し
な
け
^
ば
な
ら
ぬ
:0
こQ

期
間
は
、
‘所
得
期
間
の
長
さ
ど
乘
數
3 

.
値
迄
依
存
す
’る
/0
所
得
期
間
が
長
け
れ
ば
長
い
程
，
.乘
數
値
が
大
け
れ
ば
大
い
.程

''
調

節

期

間

は

長

い

。
ヽ
今
、

所

得

期

間

を

一

ヶ

H
ど 

.
し
..て
、
衆
し
乘
數
が
.
1な
ら
ば
、
百
圓
の
投
資
增
加
は
そ
の
另
の
や
に
同
額
の
所
得
を
增
加
せ
し
め
る
0
乘
數
が
無
限
で
あ
る
な
ら
ば
­

と
の 
期
描
も
無
限
で 
あ
る
。 

然
し
實
際
に
は
、
 

前
述
し
た
如
き
種
々
.
 
の
. 相
殺
要
因
が
作
用
す
る
が
爲
に
、
、期
間
は
無
限
と
は
な
り
# 
な 

い
.。
若
し
乘
數
が
ニ
、、_從

，
つ

て

限

界

消

費

性

向

■が
ニ
分
の
一
な
れ
ば
、
第
一
期
に
お
け
鲁
圃
の
投
資
は
、
其
期
に
百
圓
の
所
得
、
第 

j

一
期
に
五
〇
圓
、
_第

三

期

に

一

一
五
圓
、
、
第

四

期

に

.

1
1

一
圓
五
〇
錢
..

〈

そ
れ
以
後
ば
最
初
の
投
貴
の
十
分
の
.
一
以
下3

と
所
得
は
增
加
し
、
 

約
匹
期
間
で
'
■
%
總
所
得
は
一
会
豊
〇
錢
と
、
最
初
の
投
資
の
大
體1

1

倍
に
反
り
、
乘
數
が
實
.現
さ
れ
る
。
從
つ
て
調
節
期
間
は
約

四
ヶ
月
と
見
る
こ
.と
が
出
來
るs

-
o
。

次
に
限
界
消
費
•
向
が
三
分
の
二
、
.從
つ
•て
乘
數
が
三
，な
れ
ば
、
總
所
得
は
次
の
如
く
增
加

し
續
け
る
0

' 

,

.

.
 

-
-
• 

, 

, 

*
. 

/
 

» 

• 

■ 

. 

t 

, 

.

1
0
0
+
6
6
.
6
7
+
4
4
.
4
4
+
2
9
.
6
3
+
1
9
.
7
5
+
1
3
.
1
7
=
2
7
3
.
6
6

,

都
ち
.六
期
間
；に
ぉ
ぃ
.て
總
所
得
は
1
1七
.三
圓
六
六
錢
と
、
最
初
の
投
.資
の
約
三
倍
と
な
る
：

> 

從
つ
て
調
節
期
間
は
約
六
ケ
月
で
あ
る

(

註
I

V

,

嚴
密
に
一K

ふ
な
ら
ば
、
ロ
バ
ー

V

.

ソ
ン
.の.

表
に
ょ
つ
て
明
か
な
る
如V

、

如
何
な
る
乘
數
も
そ
れ
が
實
親
さ
れ
る
に
は
、
無
做
の
期
間
を 

必
要
と
す
ろ
譯
で
あ
る
。限
晁
消
費
性
的
が
二
分
の一

、從
つ
て
乘
數
が
一 1

な
る
場
合
：で
も
、總
所
得
が
完
全
に
ニ
涪
と
な
る
に
は
、無
限
の
期
開 

を
要
す
る
。
即
ち

L

18
. 

H

i

で
あ
る
。
然
し
實
際
に
お
い
て
は

-

無
限
の
期
間
を
待
た
ず
し
て
乘
數
が
實
現
さ
れ
る
し
*
又
た
と
へ
箕

.

X

 

.

. 

.
 

. 

.

'

.

.

.へ
•

,

術
的
に
は
無
限
の
期
間
を
必
要
と
し
て
も
•
所
得
增
加
が
最
初
の
.投
資
培
加
の
十
分
.一
に
達
し
な
い
や
ぅ
に
な
れ
ば
、
之
は
無
視
し
て
も
蝥
茭 

:

へ
な
い
も
の
で
あ
る
o

•

,

: 

. 

‘

@-
2
'
F
.
M
a
&
u
p
,

 ibid., P
P
'
1
1
.
1
5
.

.

,

* 

• 

•

.

マ
ク
ラ
ッ
ブ
は1

所
傅
期
間
を
三
ヶ
月
と
し
て
ゐ
る
が
、
こ
、
で
は
便
宜
上
一
.ヶ
月
と
し
た
？

か
く
の
如
く •

乘
數
は
.一
定
期
間
經
過
後
に
お
い
て
實
現
さ
れ
：る
。
'そ
の
意
味
に
お
い
て
*
.乘
數
は
、
投
資
增
加
の
.影
響
を
一
.定
期 

間
經
過
後
に
囘
顧
盼
に
觀
察
し
た
場
合
に
得
ち
れ
た
投
資
の
增
加
分
と
總
矶
#
の

增
加
分
の
比
率
で
あ
る
と 
一

K

へ
る
。
卽
ち
乘
數
は
我 

々
'が
一

つ

〔

‘均
衡
點
に
立
つ
て

、.
そ
の
均
衡
が
得
ら
れ
る
.ま
で
の
經
過
を
觀
察
し
た
結
果
、
確
定
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ 

て
、
事
前
に
確
定
さ
れ
得
た
も
の
で
は
な
.い
。
事
補
の
考
察
.で
な
い
限
り
.、
そ
れ
は
動
態
現
#-
-
.を
說
明
し
得
な
い
こ
と
、
な
る
。
こ
の 

や
ぅ
.な
非
難
は
端
典
學
派
、
■特
に
.オ
ー
リ
ン
に
ょ
つ
て
强
調
せ
.ら
れ(

註
1)

、

高
田
保
馬
博
士
も
特
に
.こ
P
點
を
乘
數
理
論
の
最
大
の 

缺
陷
と
し
て
カ
說
•せ
ら
れ
る
§

)

。

(

註
1)
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消
费
性
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乘
數
理
論
.
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•

六
三
吹
人
ー
九
七
ニ〕

,
か
く
の
如

く
乘
數
の
値
ば
事
後
に
お
い
て
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
.ケ
イ
ン
ズ
の
；企
圖
す
る
と
こ
ろ
は
"
事
後
の
考
察
で
は 

な

い

.,
0
.前
述
し
て
来
た
ヶ
イ
ン
ズ
自
身
の
說
明
か
ら
明
ら
が
な
る
如

く

、そ
れ
は
事
前
の
考
察
で
あ
る
。
彼
は
投
資
財
康
業
部
門
に
お 

け
る
投
資
增
加
が
總
所
得
の
上
に
如
何
友
る
影
響
を
及
す
か
を
事
前
に
知
ら
ぅ
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
影
響
が
社
會
の
消
費
性
向
に
依 

存
す
る
こ
と
を
發
見
す
る
。
卽
ち
ナ
定
量
の
投
資
が
あ
り
、
そ
の
際
社
會
の
消
費
性
向
が1

丨
-
^
~

で
あ
る
な
ら
ば
、
總
所
得
は
々
倍 

に
管
加
.す
る
と
云
ふ
の
で
.あ
る

。

そ
れ
故
に
、
ケ

イ

ン

ズ
は
_

m
の
考
察
に
ょ
つ
て
得
ら
れ
る
乘
數
を
事
前
.の
’.分
析
に
使
用
す
る
と
，

S

 

ふ
矛
盾
を
犯
し
て
ゐ
る
ヒ
と
、
な
各(

跋)

。

乘
激
は
嚴
密
に
は
事
後
に
お
い
て
確
定
さ
れ
.る
以
上
、
と
の
乘
墩
を
事
前
の
分
析
に
用
ひ 

る
の
は
確
に
矛
盾
で
あ
る
と1

K

は
ね
ば
な
ら
奴
。

：

.

:

(

§

高
田
保
馬
博
士「

前
揭
書」

ナ
六
頁
參
照
ノ

.
然
し
さ
れ
ば
と1

K

つ
て
乘
數
理
論
が
事
前
の
分
析
に
役
立
ち
得
な
い
^:
沄
ふ
こ
と
は
出
來
ぬ
。
今
社
會
.に
投
资
の
增
加
分
が
起
り
、 

消
費
性
向
が
大
體
三
分
の
ニ
で
あ
る
な
ら
ば
、
六
，ヶ
月
の
調
節
期
間
の
後
に
、
そ
の
社
會
の
總
所
得
は
そ
の
投
資
の
..約
三
倍
に
增
加
す
る 

で
あ
ら
ぅ
こ
と
が
、.
事
前
に
豫
想
さ
れ
る
。
し
か
も
ケ
イ
ン
ズ
に
ょ
れ
ば
、
こ
の
や
ぅ
な
調
斷
期
間
、
卽
ち
時
の
遲
れ
を
必
要
と
す
る 

•

の
は
、
資
本
財
'產
業
に
お
け
る
投
資
增
加
が
、
消
費
財
產
業
部S：

に
'お
い
て
豫
想
さ
れ
て
ゐ
な
い
場
，合
に
限
る
。
若
し
資
本
財
靡
業
に 

お
け
る
投
資
增
加
が
充
分
豫
想
せ
ら
れ
て
ゐ
る
な
ら
.ば
、
.消
費
財
產
業
に
お
け
.る
投
贅
は
之
と
步
調
を
合
せ
て
增
加
し
、
從
つ
.て
乘
數 

は
即
時
的
に
實
現
さ
れ
、
若
し
之
が
豫
想
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
な
ら
ば
、
.消
費
財
產
業
に
#
け
泞
投
資
は
時
の
遲
れ
を
.以
つ
て
增
加
し
、
 

從
づ
て
乘
數
は一

定
の
».
節
期
間
後
_に
實
現
さ
れ
る
0
乘
敷
理
論
の
實
際
へ
.
.の
適
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
な
ら 

ば
、
そ
れ
は
、
た
と
へ
嚴
密
で
は
な
い
け
れ
ど

も

-

事
前
の
.分
析
に
役
立
ち
得
る
!0
で
あ
る
。
.、そ

の
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
政
策
に 

重
要
な
る
手
段
を
與
へ
得
る
も
の
で
あ
る
。

' 

■

..
:

V
-
.

へ

：

:

V

:
 

:
、
■

:

.

，へ
以

上

-
.
ケ

ィ

ン

ズ
の
乘
數
理
論
を
檢
討
し
て
來
た
。
之
に
ょ
ク
て
見
れ
ば
、
ケ
ィ
ン
ズ
..が
示
し
た
’消
曼
性
^
の
基
本
形
態
は
.ほ
ぐ
實 

情
に
相
應
せ
る
も
の
で
あ
；り
、
之
か
ら
導
か
れ
た
乘
數
理
論
も
理
論
的
に
は
何
等
根
本
的
缺
陷
を
有
せ
ぬ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

た
r

乘
數
理
論
は
多
く
の
諸
前
提
を
持
た
，ね
ば
な
ら
ず
、
又
均
衡
成
立
に
至
る
ま
で
の
過
渡
期
間
を
說
明
し
得
な
い
が
故

に

、そ
れ
は 

嚴
密
に
は
勸
態
經
濟
の
分
析
手
段
と
し
て
適
當
で
な
い
。
然
し
さ
れ
ば
と
一K

っ
て
"
そ
れ
が
動
態
分
析
に
全
然
役
立
ち
得
念
い
の
で
は 

な
い
。
否
、
>

れ
等
の
.諸
前
提
と
過
渡
期
間
§:
'
適
宜
に
考
慮
す
る
と
き
は
、
皂
れ
は
動
態
分
析
に
極
め
て
價
値
多
き
武
器
を
與
へ
る
も 

の
で
あ
る
。
そ
れ
は1

面
.に
お
い
て
靜
態
的
性
格
を
帶
び
.て
.ゐ
る
け
れ
ど
も
*
そ
れ
に
も
拘
ら
ず

、
動
態
分
析
の
手
段
と
し
て
高
度
の 

利
用
性
，を
包
含
し
.■て
.ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
.ば
と
の
や
う
な乘
數
理
論
は
政
策
に
如
何
な
る
便
宜
を
與
へ
る
で
あ
ら
う
か
。す
べ
て 

の
理
論
が
さ

う
で
あ
る
や
う
に
，、そ
，れ
は
政
策
に
菽
礎
を
興
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
そ
れ
が
政
策
に
刹
.用
さ
れ
得
な
v>
な
ら
ば
、 

ー
そ
れ
は
理
論
と
し
て
の
價
値
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
..の
で
あ
る
。

乘
數
理
論
を
政
策
べ
應
用
す
る
に
際
し
て
は
、
不
究
全
雇
傭
に
お
け
る
爆
合
土
完
全
龜
傭
に
お
け
る
場
合
に
區
別
し
て
考
へ
な
け
れ 

.ば
な
ら
ぬ
。 

.

..,

不
完
金
雇
傭
下
に
お
い
て
、
乘
數
が
如
何
に
し
て
政
策
へ
用
ひ
ら
れ
得
る
か
は
、
上
述
.の
說
明
か
ら
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
何
故
な
れ 

ば
ケ
ィ
ン
ズ
は
、
.不
完
全
雇
傭
の
想
定
<0
も
と
に
、
乘
數
埋
論
を
展
開
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
づ
多
く
の
失
業
者
，
嚴
密
に
云
へ 

ば
非
.自
發
的
失
業
者
が
ゐ
.る
際
に
は
、
公
債
に
ょ
る
公
共
事
業
へ
の
投
資
が
、
そ
の
第一

次
的
及
び
第
二
次
的
影
響
を
通
し
て
‘、
咬
業 

者
に
.就
業
の
機
#
を
與
へ
、
社
會
の
實
質
所
得
を
增
加
さ
せ
、
經
濟
組
織
を
不
況
か
?>
:
好
況
へ
導
く
こ
と
が出
来
る
こ
ど
を
-
乘
數
理 

論
は
敎
へ
る
。
.し
か
も
一
定
量
.の
投
資
に
ょ
っ
て
、：
總
雇
傭
は
如
何
程
に
增
加
す
..る
か
を
.、
そ
、れ
は
示
す
と
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
0

.

消
赞
饨
尙
ズ
乘
欺
现
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六

三

六

.'

(

一
 

九
七 

S
 

,

ぃ
乘
數
理
論
は
.そ
の
ま
ん
現
實
に
適
用
さ
れ
な
.い
に
し
て
も
：

v
:

乘
數
の
㈣
^

ゑ
.び
修
.正
、要
因
を
.考
¥

る
と
き
は
、
.投
資
增
加
の
及
す
影 

響
を
太
體
.事
前
に
知
る
こ
と
が
出
來
る
re
あ
ら
う
？ 

： 

へ

.
一

.?
'
•
:

.，か
イ
ン
ズ
..は一
：

K.
ふ
9
乘
數
理
論
は
•如
何
に
し
て
浪
費
的
な
る
公
債
支
出
も
平
均
.し
て
社
會
を
富
ま
し
得
る
か
を
示
す
。
ピ
ラ

i:

ッ 

.ト
の
.建
設
、
地
*
、
.戰
爭
.す
ら
富
の
增
加
に
役
立
つ
で
あ
ら
う」

と
择
1〕

。
或
は
又
次
の
：や
う
な
例
を
あ
げ
る
。
若
し
大
^
智
が
紙
幣 

.を
古
壜
に
つ
め
て
、
.そ
れ
を
駿
棄
さ
れ
龙
炭
坑
の
中
に
.適
當
な
深
さ
_に
埋
め
、
次
に
そ
の
炭
坑
を
都
市
の
塵
埃
で
表
面
ま
で
：滿
た
し
、 

自
由
放
任
主
義
に
基
い
て
私
企
業
を
し
て
.そ
れ
ら
紙
幣
を
稗
堀
せ
し
め
る
な
ら
ば
，
最
.早
失
業
は
存
せ
ず
、
，そ
の
反
動
に
よ
つ
て
nr
]
:
#
 

の
.實
質
所
#.
は
增
加
す
る
で
あ
ら
う
。
.若
し
他
に
よ
：.り
よ
き
方
法
が
政
治
的
、
實
際
的
に
困
難
な
ら
ば
、
紙
幣
の
苒
堀
は
、
何
も
し
な 

い
よ
り
は
猛
で
あ
ら
う
と(

驻
^

、
0
 

.そ
し
て
金
の
採
掘
も
こ
の
紙
幣
の
挥
堀
と
同
じ
や
う
に
景
氣
囘
復
を
助
長
す
る
と
考
へ
る
へ
k
3 

@

丄〕

w
e
y
J
Q
g
^
o
g

ロgMal/rheory, .pp. 

1
2CO
.
9
.

.(

餘 

K
e
y
n
e
s
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g-
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,
, p.
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■
 

* 

.

か
く
の
如
く
、
乘
數
理
論
は
不
況
對
策
に
利
用
*さ
れ
得
る
こ
と
は
.明
ら
か
で
あ
る
が
、
之
を
政
策
に
利
乱
す
る
に
は
‘
現
實
に
お
け 

.る
乘
數
の
大
い
さ
を
赛
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、
相
^
要
因
や
外
國
質
易
等
.を
考
慮
し
て
、
現
實
に
お
け
る
乘
數
の
値 

は
一
一
乃
至
三
で
あ
ら
う
と
豫
想
し(

註
.1)

、

或
は
ク
、、ツ
ネ(

ッ
ツ(

K
u
i
t
s
〕

の
統
計
か
らr

三

よ

り

は

小

な

く

'

恐
ら
く
一

 

一
•
五

の

近 

く
に
可
成
安
定
し
て
ゐ
灰」

<拄
2;)

こ
，と
を
.示
す
。
然
し
彼
は
實
際
的
に
之
を
棼
出
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
ケ
イ
ン
ズ
が
當
然
爲
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
；の
.枉
務
を
*
代
つ
て
巣
し
.て
た
の
は
、
ス
ト
ー
ン(

g
r*
-
c
g

〕
で
あ
•る
0

.

•
 

•
 

•
 

■
 

.
 

•
 

.

.

.

ス
ト
.丨
ン
は
三
つ
の
方
法
か
ら
乘
數
を
算
识
す
る
0

一
 

は
家
計
方
法

.
•
 

(
b

u
d

g
e

t
.

日e
.

t
h

o
d

)、
一

1

は
外
國
貿
易
、
三
は
藤
史
的
方
法

—
will 

一
 

m
i

國
—_ ----------

期 間

獨逸 1926-7

米國 1929

U ' //

,/

if

//

V

限界消
m m

1 叩

乘數

；0.73 3.7

0.67 3.0

0.69 3.3

0.50 2.0

0.67 . 3.0

級階

垒 所 得  

農家以外の家族 

所屬未矩の個人 

農 ' 家 

全 所 _

(
h
i
s
t
p
r
l
’c
a
l
.M
e
t
h
o
d
)
.

で
あ
る
o

獨
逸
及
び
米
國
の
家
計
調
を
一
に
1
い
て
算
^
;
さ

れ

た

眼

'# 

消
費
性
向
及
び
.乘
數
は
上
表
の
如
く
で
あ
る(

誅
.

X

 

. 

V

-
(

註)
S

t
o

n
e

,

 

i
b
i
d
,
,
.

V

6
.

 

' 

, 

V
.

 

こ
れ
に
用
ひ
ら
れ
た
資
料
は
六
一
ブ
頁
註
に
揭
げ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

.第
一
一
に
*
オ
ー
ス
ト
ラ
.リ
ア
、
.デ
.ン
.マ' 

—ク
、
.ィ
ギ
リ
ス
、
ク
イ
ン
ス
ラ
ン
ド
等
に
つ
い
て
、 

外
國
買
易
の
影
.響
を
考
慮
し
て
フ
そ
れ
ら
一
國
內
に
お
け
る
乘
數
を
概
算
す
る
.0
'ス
ト
ー
ン
は 

種
々
の
統
it
を
寒
礎
と
し
て
、
轍
入
：が
1

0
丄
ニ
〇
气
貯
蓄
が
ニ
〇
气
失
業
手
當
の
減
額 

が
〇
|

一
 

五
^
な
る
や
う
な
場
合
、
,ー
國
內
に
お
い
て
、
大
體
、
限
界
消
費
性
向
は
〇

•
六
〇 

と
？

三
五
の
：間
、
從
っ
て
乘
數
は
1
>五
と
.！
 

•五
の
間
で
あ
ら
う
と
.

1
K

ふ(

註)

。

(

註)
S
t
o
n
e
,

 

i
b
i
d
,

 

p
.

 

12
.3
.

こ
、
で
用
ひ
ら
れ
た
資
料
は 

J. 

W
a
r
m
i
n
g
,

 

M
.

 

M
i
t
n
i
t
s
k
y
,

 A. 

D
.

 

G
a
y
e
r
,

 

G
e
r
m
a
n

 

S
t
a
t
i
s
t
i
c
a
l
o
i
E
C6

s

に
ょ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
み
o 

次
.に
彼
は
、數
年
又
は
十
數
年
間
に
亙
っ
て
、
所
得
と
消
費
の
關
係
を
吟
味
し
，
次
頁
の
■表
を
作
成
す
るC

餘
l
vo
歷
史
的
方
法
に
蕋 

く
こ
の
調
査
に
ょ
っ
て
、
彼
：は
-

K

っ
の
重
要
な
事
實
を
發
：見
す
る
。

一
は
、
乘
數
は
總
所
得
の
變
化
に
關
し
て
一
定
で
あ
り
、
し
か
も 

消
費
と
所
得
の
相
關
係
數
は
非
常
に
高
!^
と
.一

K

ふ
こ
と
で
あ
る
。
た
^
獨
逸
に
關
し
て
例
外
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
■之
は
獨
逸
の 

特
殊
事
情
に
歸
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
'0
一
一
は
乘
數
の：

値
は
時
を
通
じ
て
安
定
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
.る(

独
2
V
O‘
更
に
.彼
は
、
 

以
上
す
ベ
て
の
場
合
の
硏
究
.の
結
集
と
し
て
、
所
得
の
變
化
以
外
の
要
因
は
消
費
の
變
化
釔
說
明
す
る
際
、
重
要
で
あ
る
や
う
に
は
思 

は
れ
ぬ
.と
.云
ひ
S

.5
、

こ
の
事
實
に
よ
，つ
て
經
濟
學
の
幾
多
の
間
題
に
為
け
る
紙
雜
性
が
避
け
ら
れ
る
と
考
へ
る
.S

4 

)

。
.

浒
費
性
时
ミ
乘
数
趣
論
：

六
：三
七

九
十

し



國家 期 間 限界消 
費性ドd 乘數

獨逸 1925-32 0.72 JM5

ft 1932—36 0,42 1.7

細 1929-35 ぺ 0.52 2.1

和關 1923—33 0.47 ミ ,1.9

波閱 192S- 36 0.71 3.4

瑞典 1896-1916 0.80 4.9

/ / 1923—30 0.60 2.6

糊 1920-35 0.75 4.1

//
aanBCB9EaMK»a)Bi

1919—35 0.70 3.3
. . . . ■ - -

.

r f
f

锻
性
向W

乘
数
理
詾

.
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：

•

六.

三

八

a

九
七
六〕

.

I

' 

.

.
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■ 

■ 

I

 

. 

.

.

. 

■ 

. 

I
 

.

. 

I
 

.
■
' 

.

1
.

玫 

I 

6 
7 

1

'
9
 

4

. 
9 

6 
1 

3 

-
-

(

钱
1〕

stone'ibld. 

p
.
1
5
:

 

l

m

C
C

1.
2 
:

1.
- 

3

4.
2.
'

4
 

3 

| 
-

r

.

:

,

 

丨
:

，

' 

‘

尙
彼
が
刚
ひ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
頃
雜
に

.

亙
る
の
で
こ
、
に
引
用
し
な
い

0

.7
2

,42
,

.
-5
2

デ

.7
1

.8
0

.6
0
'

.7
5

.7
0

け

れ

ど

も

、
彼
は
一
'
九

丨

三

ー

頁

に

お

ぃ

て

詳

細

に

之

を

掲

げ

て

ゐ
るo

 

.

-
L
養
！-

1—

I

—

^

^

^
-
-

-
1—

1 

.

(

註
2
.

) 

w
r
t
o
p
o
, 

i
b
i
d
.
,

 

p. 

.
1
8
.

間

32
36
'

35
.

33
3 0
:

1 9
1

.

3 0
3 5

35
一. 

f

 

w
 s

t
o

n
e

,

 

i
b
i
d
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,

 

p
.

 

2

P

.

_

 

_
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'

一
.

1 

一
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-

…
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2 9
2 3

2S
9 6
2 3
2 0
.

1 9

ノ 

S
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V

 

S
t

o
n

e
,

 

i
b
i
d
.
,

 

p
,

卜
‘

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-̂

-

-

-

-

-
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L

-

-

-

-

-

-

-
:

-

-

-

-

-

-

-

-

-—

I

™

.

 

ノ 

n
v

l

リ
ン

*

クi

フ
ー

ク

(
C

O
H

n

 

C
l

a
r

k
)

も
*
英
國
に
お
け
る
乘
數
の
値

國

'

獨
.

ゲ

英

和

波

：
瑞

"
.
'
糊

"

I
.

を
計
算
し
て
、

一
九
ニ
九
丄
ニ
三
年

.

に
於
ぃ
て

7

五
三
ニ
、

一
.九
三
四
丨
三 

七
年
に
お

>

て
ニ

*

0

八

ニ

な

る

大

い

さ

を

得

て

ゐ

る

^

)

。

.

(

註)

高
田
保
馬
博
十
；

「

乘
數
の

.

問
題」

(

經
濟
論

_

第
25
:

十
卷
第
四

.

號)

六
頁
參
照
。

ColinQark,_ Determinationof.'the Multiplier f
r
o
m

 National 

I
n
c
o
m
e

 statistics. 

E
conomic 

s
e
n D

r1938.

.

. 

. 

-

-%
.

.

 

,

i 

: 

.

争

以
上
の
諸
調
査
及
び
計
算
に
ょ
れ
ば
、

一
九
三

七

年

頃

に

至

.る

ま
_で
の
諸
國
に
お
け
る
乘
數
は
、
外
國
貿
易
を
考
慮
し
て
、約

j 

•
五 

乃
至
三
で
あ
ら
ぅ
と
考
ベ
ら
れ
る
0
然
し
と
れ
は，一

般
的
の
大
い
さ
で
あ
る
。
國
家
や
時
代
を
異
に
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
'
^
の
特
殊 

事
情
の
爲
に
、
乘
數
は
必
し
も
こ
の
大
い
さ
を
維
持
し
な
い
。
例
へ
ば
、
;.
ブ
レ
シ
ア
ニ 

•.ッ
口 

ニ
ー

(
B
s
c
i
a
n
l

 T
u
r
r
o
n
i
)

は
.

| 

九

三

..三

年

乃

至

三

六

年

に

お
け
る
獨
逸
の
特
殊
事
情
が
、
：如
何
に
乘
數
理
論
の
適
用
を
妨
げ
た
か
を
示
し
て
ゐ
る
。 

.

.

獨
激
は一.

九
三
三
年
、
失
業
救
濟
の
爲
に
V

大
規
模
な
る
公
.共
事
業
||
-
截
を
開
始
し
た
。
然
し
そ
れ
か
ら
三
六
年
に
至
2
ま
で
<0
乘 

.數

は

極

め

て

低

か

つ

た

0

.そ
の
主
な
る
理
由
と
し
て
.ブ
レ
シ
ア
二 

•
ツa

 

二
イ
は
、
次
の
.も
の
を
擧
げ
て
ゐ
る
。

C
-

V
公

共

事

業

の

開

始
當
初
に
お
い
て
、
道
路
I
M.
河
、
/.
.ム
、
.
治
冰
エ
事
導
に
資
金
の
大
部
分
が
撤
布
さ
.れ
た
。
所
が
如
く
の
如
き
事
崔
に
從
事
す
る
入 

々
に
支
拂
は
れ
る
貨
鈒
は
、
彼
等
が
以
前
支
給
さ
れ
て
ゐ
た
失
業
手
當
よ
り
も
さ
程
多
く
は
な
か
っ
た
。
o0
勞
働
者
は
彼
等
.の
附
加 

的
所
得
を
々
s'
Ja
の
償
還
に
當
て
、
.或
は
股
蓄
し
よ
ぅ
と
し
、
消
費
に
.向
け
な
か
っ

.た
。(

一一一

〕

政
府
は
多
數
の
小
企
業
家
に
公
共
事
業
を 

遂
行
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
小
企
業
家
の
、貯
蓄
性
向
は
極
め
て
强
ぐ
、
彼
等
は
事
業
及
び
積
立
金
回
復
を
0
指
し
.た
。
S

)

. 

事
業
の
性
質
上
主
と
し
て
地
方
で
働
く
人
々
に
資
金
が
撒
布
さ
れ
た
.の
で
あ
る
が
、地
方
で
は
消
費
の
機
ぎ
が
少
く
、從
.っ
て
貨
幣
の
流 

通
速
度
が
可
成
低
か
っ
た
o
人
五〕

事
業
家
は
在
庫
品
の
賣
上
に
よ
っ
て
得
た
貨
幣
を
再
投
資
せ
ず
し
て
銀
行
負
債
の
償
還
に
用
ひ
た
。

. 
(

六)

柱
旅
品
の
.減
少
が
少
し
も
補
充
さ

.

れ
な
か
っ
た
爲
に
、公

#
;

投
資
は
負
の
投
資
に
よ
っ
て
一
部
相
殺
さ
れ
た
。
ハ
七)

1
休
資
本
設 

備
が
使
用
さ
れ
た
爲
.に
、
設
備
を
置
換
'へ
る
必
.要
を
見
な
か
っ
た
。
從
っ
•て
減
價
償
却
金
は
再
投
資
さ
れ
ず
、
借
尺
金
の
辨
濟
に
用
ひ 

ら
れ
、
又
流
動
形
態
で
保
有
さ
れ
た
-°
’

(

.八)

國
家
の
干
涉
に
よ
っ
て
齎
ら
さ
れ
る
上
昇
の
繼
續
性
に
っ
い
て
の
不
安
の
增
加
、
及
び
政 

府
に
よ
っ
'て
課
.せ
ら
れ
た
多
く
の
複
雜
且
っ
®
!息
的
統
制
に
よ
っ
て
、
▲

業
家
の
勇
氣
が
沮
喪
せ
ら
れ
た
。(

九〕

增
加
し
た
所
得
は
大 

部
八
刀
輸
人
品
の
購
買
に
向
け
ら
れ
た
。
以
上
の
特
殊
理
由
に
基
い
て
獨
逸
に
お
け
る
ハ
ム
共
事
業
の
箜
ー
^
的
影
響
は
妨
げ
ら
れ
、
從
っ

て
乘
數
は
偁
下
し
，た
の
で
あ
る(

註)

。

.
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h
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S
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w
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e
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h
e
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i
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Statistics, 

v
o
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X
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M
a
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1
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7co
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3
.

,

か
く
の
如
き
獨
逸
の
.特
殊
事
情
は
、
乘
數
理
論
の
重
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
。
そ
れ
は
、
種
々
の
事
情
の
爲
め
に
消
費
性
向 

が
著

し

く

低

下

.す

る

こ
と
が
あ
り
、又
现
實
の
乘
數
が
消
費
性
向

Fら
得
ら
れ
た
純
粹
の
乘
數
と
は
異
り
得
る
こ
と
を
示
'す
の
で
あ
る
。 

消
費
性
向
は
國
と
時
代
を
異
に
す
る
の
に
っ
れ
て
相
違
し
、
，現
實
に
お
け
る
乘
數
は
そ
れ
ぐ
の
特
殊
事
情
に
基
く
相
殺
及
び
修
芷
要 

消
费
件
向w

乘
數
理
論
.
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消
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向W

乘
數
理
論
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•
六
四0
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•(

一
九
-七
八)

. 

V
 

'パ
-

.

.

 

' 

. 

,

，因
に
よ
.っ
て
、
.常
に
純
粹
の
乘
數
か
ら
離
反
す
る
0.
そ
れ
故
に
、
そ
の
時
代
及
び
國
家
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
、
以
っ
て
現
實
に
お
け 

-る
大
體
の
乘
數
の
値
を
豫
览
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
^
政
策
•に
と
っ
て
必
.要
な
■の
は
*
種
々
の
要
因
に
ょ
っ
て
定
め
ら
れ
た
現
實
に
お
け 

る
乘
數
の
値
で
あ
る
ト
.

.

.

以
上
は
不
完
全
雇
傭
の
狀
，態
に
お
け
る
乘
數
の
應
用
で
あ
る
。
ケ
ィ
ン
ズ
の「

一.

般
理
論」

が
出
版
さ
れ
た
一
九
三
六
年
頃
ま
で
は
、 

世
界
各
國
は
不
完
全
雇
傭
の
狀
態
に
置
か
れ
、
如
何
に
ず
机
ば
失
業
者
を
減
少
せ
し
め
得
る
か
e
當
面
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、 

ケ
ィ
シ
ズ
は
、
乘
數
を
雇
傭
の
墦
加
に
關
聯
し
セ
述
べ
て
ゐ
る
だ
け
で
、
今
日
'の
日
"
獨
*
伊
の
如
き
完
全
雇
傭
の
1
態
に
お
け
る
そ
. 

の
適
用
に
.っ
い
て
言
及
し
て
-ゐ
な
い
。
然
し
乘
數
理
論
ば
今
日
に
お
い
て
す
ら
政
策
‘に
重
大
な
基
礎
を
與
へ
る
の
で
あ
る
。

我
國
に
お
い
て
は
、
滿
洲
事
變
及
び
支
那
事
變
に
ょ
っ
て
每
年
多
額
の
公
債
が
發
行
さ
れ
、
.之
が
投
資
に
振
向
け
ら
れ
、
漸
次
、
雇 

.傭
は
增
加
し
.
*今
や
殆
ん
ど
完
全
雇
傭
の
.狀
_
に
置
か
れ
名
に
.至
っ
た
。
，最
早
、
雇
傭
增
加
を
目
的
.と
す
る
投
資
は
不
必
要
で
.あ
る
ば 

か
り
か
、
弊
害
を
齋
ら
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
不
完
全
雇
傭
が
達
せ
ら
れ
て
後
、.
尙
も
投
資
を
增
加
し
ょ
ぅ
と
す
る
試
'み
は
、
物
價 

.を

無
鼐
限
に
騰
貴
せ
し
め
る
。
蓋
し
遊
休
資
材
が
な
い
に
拘
ら
ず
、
資
材
に
.對
す
る
需
要
が
增
加
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
今
日

我 

國

は

S
變
遂
行
の
爲
に
每
年
多
額
の
軍
事
公
債
に
ょ
る
投
資
を
增
加
せ
し
め
ざ
る

を
得
な
い
狀
態
に
あ
る
。

若
し
何
等
の
政
策
も
加 

■

へ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、物
價
は
暴
騰
す
る
こ
と
は
明
ら
か
.で
あ
る
。
物
價
の
暴
騰
は
國
策
遂
行
.の
障
害
と
な
り
、國
民
生
活
を
不
安
な
ら 

し
め
る
。
そ
れ
故
、一

方
に
お
い
て
.投
資
%
加
を
不
可
避
と
す
る
な
ら
ば
、そ
れ
か
.ら
結
果
す
る
物
價
の
騰
貴
を
抑
制
す
る
方
策
を
講
じ 

'

な
け
.れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
方
策
に
便
宜
を
與
へ
る
の
が
、
乘
數
理
.論
で
あ

る

，，

.乘
敎
理
.論
は
、
乘
數
が
大
な
れ
ば
な
る
程
國
民
所
得

. 

は
大
と
な
り
、
他
方
に
お
い
て
遯
休
資
材
が
.な
い
と
す
れ
ば
、
物
價
は
甚
だ
し
く
騰
貴
す
る
で
あ
ら
.ぅ
匕
と
を
示
す
。
從
っ
て
物
憤
騰 

貴
を
胆
止
.せ
ん
と
す
れ
ば
"
乘
數
を
出
來
得
る
限
办
小
さ
く
し
な
忖
れ
ば
.な
ら
ぬ
.
0如
何
に
す
れ
ば
乘
數
は
減
少
す
る
か
..？
そ
れ
；̂

^

界
消
費
性
向
を
小
な
ら
し
め
る
こ
と
、
.換
言
す
れ
ば
、
所
得
の
增
加
分
か
ら
消
費
に
支
出
さ
^
る
部
分
を
減
少
.せ
し
め
^
こ
と
に
よ
つ 

」

て
可
能
で
あ
る
。
物
價
騰
貴
を
最
小
限
度
に
止
め
る
爲
に
は
、
消
費
亥
出
を
最
小
限
度
に
減
ら
し
、
貯
蓄
を
最
大
限
度
に
增
加
せ
し
め 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
政
府
は
消
費
節
約
と
貯
蓄
增
加
を
國
民
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
や
う
な
政
策
.が
必
要
な
る
こ
と
は
" 

勿
論
、，
乘
數
理
論
を
待
'つ
ま
で
も
な
く
‘
從
來
の
需
要
供
給
理
論
に
よ
つ
て
.明
ら
か
で
あ
^
-う
。
然
し
今
百
億
圓
の
公
債
發
行
に
よ
つ 

て
投
貧
が
增
伽
さ
れ
た
時
、
こ
れ
に
基
く
物
價
騰
貴
を
阻
止
す
•る
爲
に
*
國
民
は
，如
何
程
の
貯
蓄
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
-
從
. 

來
の
理
論
を
以
つ
て
し
て
は
知
る
を
得
な
い
。
と
の
額
を
知
り
.得
る
の
は
.
乘
歡
理
論
に
よ
つ
て
^
あ
る
"
假
り
に
我
國
民
が
と
の
投 

資
か
ら
の
所
得
增
加
分
の
全
部
を
貯
蓄
す
る
傾
問
が
あ
る
な
ら
ば
從
つ
て
限
界
消
費
性
向
が
零
で
あ
れ
ば
•
.乘
數
は
一
で
あ
る
か
ら
、
 

百
億
！a

の
貯
蓄
又
は
公
債
消
化
に
よ
つ
て
、
物
價
騰
貴
は
完
全
に
阻
止
さ
れ
る
0
然
し
如
何
和
る
國
民
と
雖
も•

所
得
增
加
分
の
全
部 

を
貯
蓄
す
る
•も
の
で
な
い
。
多
少
と
も
そ
の
一
部
を
消
費
に
向
け
る
も
の
で
あ
る
。
今
、
.消
費
節
約
が
徹
底
し
て
、
國
民
は
平
均
し
.て 

所
得
增
加
分
の
‘ニ
分
の
ー
を
消
費
ヒ
向
け
る
性
向
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
乘
數
は
ニ
で
あ
る
か
ら
、
百
億
圓
の
投
資
增
加
に
よ
つ
て
二
百 

億
圓
の
所
得
增
加
が
あ
る
こ
と
X
な
り
、
從
つ
て
物
價
騰
貴
を
抑
制
す
る
爲
に
は
、
百
億
圓
の
公
債
が
全
部
消
化
さ
れ
、
そ
の
上
に
百 

.
億
圓
の
貯
蓄
が
な
さ
れ
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
加
\
る
場
合
、
百
％
の
公
債
消
化
だ
け
で
は
物
徵
騰
貴
の
抑
制
に
無
ヵ
で
あ
る
。
政
府
は 

た
と
へ
百
^
の
公
债
消
化
が
あ
つ
た
か
ら
と
て
、物
價
騰
貴
の
貨
幣
的
原
因
が
除
去
さ
れ
た
と
考
ふ
ぺ
き
で
な
い
。
い
は
ん
や
八
〇
炻
、 

.九
〇
％
の
消
化
に
お
い
ズ
お
や
で
あ
る(

註)

。

か
く
の
如
く
し
て
*
國
民
の
大
體
の
消
費
性
询
が
豫
想
さ
れ
る
な
ら
ば
、
每
年
何
百
億 

圆
の
貯
蓄
が
增
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
概
算
す
る
こ
と
が
出
来
、
政
府
は
そ
の
闫
檩
に
向
つ
.て
貯
蓄
計
畫
を
う
ち
樹
て
、
之
に
よ 

.つ
て
物
値
勝
食
の
貨
^
识
ヵ
ら
の
一
原
因
を
除
去
す
る
と
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
消
費
性
向
の
み
な
ら
ず
、
.相
殺
要
因
を
考 

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
b
と
勿
論
で
.あ
る
。

沿
锻
性
向w

乘
数
理
飾
. 
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(

註〕
高
|1
|
保
馬
博
士
.は
こ
め
點
を
强
調
さ
れ
て
ゐ
る
ミ
新
利
子
論
研
究」

九
五
貧
、1

l
o
H
I及
び
.

「

低
f

政
策
の
見
透
し
しr

日
本
學
術
振 

.
興
會
編
1篇
問
題
の
.科
檢
討
ニ
.頁
丨
ニ
四
§

參
照
。

か
く
の
如
く
'
乘
數
_は
完
全
雇
傭
下
に
あ
つ
て
物
慣
騰
貴
抑
制
政
策
に
適
用
.さ
れ
る
。
然
し
目
下
の
我
國
に
お
い
て
、
適
用
し
ょ

う
 

と
思
へ
せ
、
先
づ
現
在
の
我
國
に
お
け
る
乘
數
の
大
い
さ
を
知
ら
ね
ば
な
ら
れ
。
遺
憾
な
が
ら
今
之
を
算
出
す
る
準
備
を
持
た
な
い
.け 

れ
ど
も
、
.高
田
保
馬
博
士
.は
*
: n

1

..
V
'ン
•
ク
ラ
.丨
ク
の
計
算
方
法
に
從
つy

、

我
國
の
乘
敷
を
推
第
さ
れ
て
ゐ
る
o
そ
.れ

に

ょ

る

と

.
、 

昭
和
十
四
年
に
お
い
•て
，
乘
數
は 

ー
»-
六
六
；̂

1

7
五
0
で
あ
つ
.て
、
寧
ろ
T
六
六
に
近
い
と
さ
れ
る
；き

。
然
し
こ
れ
と
て
も
«
實 

な
統
計
に
签
'い
て
箕
妣
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
我
國
に
お
い
て
適
當
な
資
料
が
あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
若
し
あ
る
と
す
れ
ば 

n

1
リ
ン
•
ク
ラ
ー
ク
又
は
ス
ト
ー
ン
の
計
篇
方
法
に
基
い
て
、
乘
數
を
算
出
す
る
こ
’と
も
可
能
で
あ
ら
う
？
我
國
の
乘
數
に
つ
い
て
積 

極
的
に
述
べ
る
ぺ
き
資
料
を
蒐
集
シ
て
ゐ
氡
い
の

は

甚
だ
殘
念
で
あ
る
が
-
之
に
つ
い
.て
は
他
日
研
究
を
.重
ね
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。

§

 

.高
田
保
馬
博
士「

乘
數
の
麗j

八
頁

.
1

.技

術

の

「

古

典

的

.
，
カ

學

像

の

成

立 

.
ニ
所
謂「

テ
ヒ
ノ
ロ
ギ
イ」

の
生
誕
と
變
邀
，

.

■

.

附

記

.

r

已
に
、
h
. N

o
l
r
s

は
、手
の
機
能
を
以
て
物
を
動
か
す
と
共
に
物
を
摑
む
所
に
あ
る
と
な
し
、人
間
理
性
の
發
逮
の
极
源
を
、
.掴
む 

働
I

よ
っ
.て
物
を
固
持
し
、固
持
さ
れ
，た
物
に
働
き
か
け
る
所
に
認
め
、手
の
活
動
を
以
て
理
性
の
發
達
の
§

i

。
w
i
n
o

q
u
a
.

3
o
n

と
な
し
た
がr註

--o
、

手
？道
具
•
機
械(

裝
置)

を
も
つ
ホ
モ
•
フ
ァ
ー
べ
ル
こ
そ
が
ホ
モ
•
サ
ビ
エ
ン
ス
を
規
定
し
、
.潤
色
す
るo

「

動
物 

は
器
宫
の
奴
隸
で
あ
る」

が「

A'
間

は

道

具

•
の

主

人

'(

ノ

ヮ

レ

〕

で

あ

り

、

ホ

モ
•
フ
ァ
ー
べ
ル
は
、
技
術
を
通
じ
て
勞
働
對
象=

自
然 

を
探
骼
と
し
て
觀
4
こ
と
が
で
き
、逆
に
勞
働
主
體
た
る
こ
と
の
意
識
を
自
覺
す
る
、こ
と
が
で
き
、技
術
の
ぅ
ち
に
缂
習
的
に』

7*』

ヒ̂_

. 

自
然
と
社
#
-

—

の
諸
規
定
性
を
汲
ひ
上
げ
て
.、
史
化
し
且
.っ
固
定
化
し
、.
就
中
、.
自
然
の
諸
屬
性
を
無
意
識
的
に
せ
よ
意
識
的
に
せ 

よ
技
術
を
通
じ
て
赘
働
に
從
屬
ざ
せ
て
社
會
化
し
、か
く
て
自
然
と
社
會
と
を
支
配
す
る
能
力(

K

o:n
n
e
n
'

を
、
隨
つ
て
知
_
0
ぐ
§
运
1
1ン
 

を
紙
得
す
る
。
例
へ
ば
、•
行
爲
的
直
觀
は
制
作\

ポ
：

v

 H

シ
ス
.

)

に
至
っ
て
益
々
明
瞭
で
あ
るj (

跳
©O

と
い
ふ
主
張
は
、
行
爲
的
直
觀

.

.
■-
.■テ

ヒ
ノ
ロ
ギ
ィ
I

譜

■ 
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